
様式１

会計 款 項 目
評価書
番号

事　　業　　名

一般 3 2 1 1 人材育成・業務改善推進事業

一般 3 2 1 2 庁舎環境整備事業

一般 3 2 1 3 栄区役所おもてなし事業

一般 3 2 1 4 さかえのそなえ・危機対応力強化事業

一般 3 2 1 5 さかえのそなえ・地域防災力強化事業

一般 3 2 1 6 栄の魅力づくり応援事業

一般 3 2 1 7 花と森と川のまち推進事業

一般 3 2 1 8 セーフコミュニティ推進事業

一般 3 2 1 9 まちづくり推進事業

一般 3 2 1 10 交通利便性・安全性向上事業

一般 3 2 1 11 さかえ魅力広報事業

一般 3 2 1 12 自治会・町内会活動推進事業

一般 3 2 1 13 地域の安全対策事業

一般 3 2 1 14 資源化推進事業

一般 3 2 1 15 地域の賑わい創出事業

一般 3 2 1 16 商業活性化推進事業

一般 3 2 1 17 文化・芸術振興事業

一般 3 2 1 18 スポーツ振興事業

一般 3 2 1 19 地域の人材育成・交流支援事業

[栄区]

令和５年度事業評価書　目次



様式１

会計 款 項 目
評価書
番号

事　　業　　名

[栄区]

令和５年度事業評価書　目次

一般 3 2 1 20 窓口混雑緩和に向けた区民サービス向上事業

一般 3 2 1 21 地域福祉保健計画推進事業

一般 3 2 1 22 健康づくり推進事業

一般 3 2 1 23 食育推進事業

一般 3 2 1 24 健康で安全な食と暮らしの推進事業

一般 3 2 1 25 次世代交流ステーション運営事業

一般 3 2 1 26 高齢者地域ケア事業

一般 3 2 1 27 高齢者のＩＣＴ利活用支援事業

一般 3 2 1 28 障害児・者ふれあい交流事業

一般 3 2 1 29 出産・子育て応援事業

一般 3 2 1 30 育児サポート推進事業

一般 3 2 1 31 こども・青少年応援事業

一般 3 2 1 32 幼保による地域子育て支援事業

一般 3 2 1 33 生活支援推進事業

一般 3 2 1 34 統合事務費

一般 3 2 1 35 広報よこはま発行事業

一般 3 2 1 36 特別相談事業

一般 3 2 1 37 美化活動推進事業

一般 3 2 1 38 消費生活推進員活動事業



様式１

会計 款 項 目
評価書
番号

事　　業　　名

[栄区]

令和５年度事業評価書　目次

一般 3 2 1 39 スポーツ推進委員連絡協議会活動事業

一般 3 2 1 40 青少年健全育成活動事業

一般 3 2 1 41 地域と学校の協働事業

一般 3 2 1 42 健康づくり月間事業

一般 3 2 1 43 緊急時情報システム運用事業

一般 3 2 1 44 区庁舎管理費

一般 3 2 1 45 区民利用施設管理費



様式３

区 課 款 項 目

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

職員の人材育成研修の実施及び業務改善推進により、区民に信頼される区役所づくりを目指します。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

職員の接遇力向上・人権意識の向上を目指し、各種研修を実施します。

研修開催数の増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

栄区人材育成研修事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度 ４年度 増減説明

決算

差引（増減）

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 人材育成・業務改善推進事業

所管区局・課 栄 総務 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 1

事業概要

36 36 36 36 36

回 実績 36

単位 想定 36 36

22

研修実
施回数

・委託の拡
大不可

・該当なし・維持
・規則・方
針

(1)実施主体 (2)実施手法

218 703 485

・該当なし
・目標を下
回った

34 21

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 302 902 600



想定 - - - -

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 84

・該当なし

②

115

単位 -

改革推進委員会

職場の垣根を越え、自由な発想のもとに、職場環境の改善や職員の満足度向上等、栄区役所の
魅力アップにつながる様々な取組を実施します。

細事業事業量

-

年度 元年度 ２年度

・委託不可

-

事
業
計
画

分析
結果

・測ること
はなじまな
い

・規則・方
針

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

-

３年度 ４年度

実績 - - -

199 活動回数の増

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度 ６年度 ７年度

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

・求めるべ
きではない



様式３

区 課 款 項 目

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 13,605 9,811 ▲ 3,794

一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

４年度 増減説明

決算

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

13,605 8,309 ▲ 5,296

事業決算額

分析
結果

歳出予算科目

本館１階レ
イアウト変

更等

web会議用・
公衆用Wi-Fi
の整備等

・委託不可 ・該当なし・維持
・規則・方
針

・該当なし
・目標を概
ね達成

必要度・緊
急度に応じ
た環境整備

実績
断熱フィル
ム施工等

単位 想定
必要度・緊
急度に応じ
た環境整備

必要度・緊
急度に応じ
た環境整備

サイネージ
増設等

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 庁舎環境改善事業

所管区局・課 栄 総務 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 2

事業概要

事
業
計
画

事
業
実
績

庁舎改善事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

利用者が安全・安心で快適にご利用いただけるよう、区庁舎の改修等を実施します。また、区民サービスの向上及び
行政事務の効率化のため、来庁者と職員のICT利用環境を整備します。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

庁舎内の待合や執務スペースの改善、セキュリティ対策、脱炭素化への取組などを実施しま
す。

ICT環境整備、感染症対策の委託案件
の減少

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

実施内
容

必要度・緊
急度に応じ
た環境整備

必要度・緊
急度に応じ
た環境整備

必要度・緊
急度に応じ
た環境整備

必要度・緊
急度に応じ
た環境整備

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量



７年度

R4年度からの新規事業

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度

エリア

1,502

単位 2

ICT利活用推進事業

来庁された方が利用できる公衆Wi-Fiを運用します。
またアフターコロナを見据えた地域活動や行政運営に向けたICT活用を推進するため、ＷＥＢ会
議用環境を整備します。

細事業事業量

2

年度 元年度 ２年度

1,502

６年度

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

2

３年度 ４年度

実績 0 0 0

②

・該当なし
・求めるべ
きではない

0 2来庁者
用Wi-Fi
の導入
状況

分析
結果

・増える
・規則・方
針

・該当なし
・目標を概
ね達成

想定 0 0

・委託不可

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 0

2



様式３

区 課 款 項 目

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

身近で信頼される区役所を目指し、区民の満足度向上につながる取組を実施します。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

区民への選挙啓発に取り組むとともに、地域住民の協力を得ながら啓発を実施することで栄区
の投票率向上を目指します。

通信運搬費の減

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

明るい選挙啓発事業

５年度

(1)実施主体

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 栄区役所おもてなし事業

所管区局・課 栄 総務 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 3

事業概要

3 3 3 3 3

回 実績 3

単位 想定 3 3

5

出前講
座実施
回数

６年度 ７年度

年度 ３年度 ４年度 増減説明

決算

・補助事業
化が可能

・該当なし・維持 ・なし

差引（増減）

229 228 ▲ 1

・該当なし
・目標を上
回った

1 5

(2)実施手法

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 1,300 747 ▲ 553



・委託不可

配付
件数

事業実績
効率性・経済性

・該当なし
・求めるべ
きではない

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

４年度

実績 1,114 1,066 1,137 1,114

分析
結果

・測ること
はなじまな
い

・なし

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

1,150

３年度

②

519 印刷製本費の減

出生・婚姻お祝い事業

出生届及び婚姻届を提出した方へ、区からお祝いメッセージ入りの記念品を贈呈します。人生
の節目を、区役所がともにお祝いをさせていただくことで、区民の方に栄区をより身近に感じ
ていただくことを目指します。

細事業事業量

1,200

年度 元年度 ２年度

想定 1,150 1,150 1,150 1,100

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 565

個

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度 ６年度 ７年度

▲ 46

単位 1,150



様式３

区 課 款 項 目

分析
結果

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

４年度 増減説明

決算

・委託の拡
大不可

・該当なし・増える
・法律・政
令

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

90 - 90 - 90

実績 87

単位 想定 90 -

-

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 さかえのそなえ・危機対応力強化事業

所管区局・課 栄 総務 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 4

事業概要

事
業
計
画

事
業
実
績

災害時情報伝達の強化

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

栄区民意
識式調査
（地区の
避難所の
認知率）
※隔年調

査

- 6,963 -

・国事業と
類似・重複

迅速で的確な発災等の危機対応のため、区災害対策本部機能の強化、災害時医療提供体制の強化に向けた取組などを
進め、栄区の危機対応力の強化を図ります。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

区民に対して適切な避難行動を促すための情報を周知するため、防災関連マップを印刷・配布
します。また、既設６か所の防災スピーカーに加えて、新規スピーカーを１か所設置するとと
もに、既設スピーカーの維持管理を行い、災害時に備えた情報伝達手段の強化を図ります。

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

・目標を概
ね達成

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 - 9,445 -

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

- 87



客観的指標に
基づく分析

５年度

-

単位 2

・委託の拡
大不可

・該当なし
・求めるべ
きではない

・国事業と
類似・重複

・目標を概
ね達成

７年度

-

2回

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

災害時において、関係機関(医師会、歯科医師会、薬剤師会、Yナース等）と連携を図り、区民
へ医療を提供できるよう取組を進めます。発災時を想定した通信訓練や研修会等を開催し、体
制強化を図ります。また、災害等の緊急時に備え、医療情報を記入・保管ができる医療情報
キットを作成し、配付します。

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 198

客観的指標に
基づく分析

分析
結果

指標

・求めるべ
きではない

・委託不可 ・該当なし・維持
・規則・方
針

・該当なし
・目標を概
ね達成

市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

７年度５年度

ミニチラシ作成による増

６年度

災害時医療提供体制の強化

３年度 ４年度

想定

②

区本部
運営訓
練の実

施

2,086

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

395 197

分析
結果

・増える
・規則・方
針

回 実績

事
業
実
績

細事業費
（千円）

2

３年度 ４年度

実績 2 2 2

想定 2 2 2 2

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算

13 13 13 13 1313 13

11 1311 13

訓練・
研修会
の実施
回数

年度 元年度 ２年度

単位

区本部機能の強化

発電機及びソーラーパネル（各２台）等災害対応用品を配備し、区災害対策本部の機能強化を
図ります。また、災害時に使用するライフライン（スマートフォン、携帯衛星電話等）の経常
費用を執行します。

細事業事業量

2

年度 元年度 ２年度 ６年度



様式３

区 課 款 項 目

事
業
計
画

事
業
実
績

自助・共助推進事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

(1)実施主体 (2)実施手法

- 617 -

区内全体の防災・減災を図ることを目的として、地域住民の「自助」と「共助」を促進するための取組や地域防災拠
点支援、災害時要援護者支援等の取組を実施します。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

区民の自助・共助に対する取組を促進するための啓発イベント、自治会・町内会や地域防災拠
点運営委員会等を対象とした出前講座等を実施します。また、啓発物品を作成し、啓発イベン
トや出前講座等で配布します。

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

４年度 増減説明

決算

・委託の拡
大が可能

・契約方法
の工夫が可
能

・増える
・規則・方
針

差引（増減）

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 さかえのそなえ・地域防災力強化事業

所管区局・課 栄 総務 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 5

事業概要

0 - 0 - 0

実績 8

単位 想定 0 -

-

栄区民意
識式調査
（災害に
対する備
え：未実
施率）※
隔年調査

・該当なし

- 9

歳出予算科目

負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

・目標を概
ね達成

一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 - 4,919 -



54 -

指標

増減説明

決算 387
啓発パンフレットのデザイン更新を
行わないことによる減

年度

実績

想定 20 20

・該当なし
・求めるべ
きではない

・委託不可

単位 想定 70 - 70 - 70

2,672 1,037

分析
結果

・増える
・規則・方
針

・該当なし
・目標を概
ね達成

７年度５年度

消耗品費の増

６年度

地域防災拠点支援事業

３年度 ４年度

-59

実績 13 12 8
②

元年度 ２年度

11

20 20

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

299

- 70

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

20

３年度

客観的指標に
基づく分析

避難所の
課題に対
する取組
実施防災
拠点（５
か年計
画）

▲ 88

単位 20

SC災害安全対策分科会

防災対策を通じた安全・安心のまちづくりのため、「栄区セーフコミュニティ推進協議会災害
安全対策分科会」による啓発物作成等の取組を実施します。

細事業事業量

20

年度 元年度 ２年度

分析
結果

・増える

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

栄区内20か所の地域防災拠点を支援するため、情報共有を図るとともに、資機材の点検、修繕
を行い発災時に備えます。また、携帯電話の新規配備や地域防災拠点のペット同行避難者の受
入体制を整備するためのテント配付、そのほか必要な支援を行い、拠点機能の向上を図りま
す。引き続き、避難所の感染症対策を進めるため、必要な物品の配備を行います。

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 1,635

・規則・方
針

・該当なし
・目標を概
ね達成

拠点

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

栄区民意
識式調査
（防災訓
練への参
加）※隔
年調査

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

５年度４年度

客観的指標に
基づく分析

６年度 ７年度

・委託の拡
大が可能

・契約方法
の工夫が可
能

・求めるべ
きではない

市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法



訓練実施の増

細事業事業量 ６年度 ７年度

⑤

事
業
計
画

細事業名称 福祉避難所開設・運営円滑化事業

発災時に福祉避難所の開設・運営等が円滑に行えるよう福祉避難所連絡会を開催し、併せて、
各施設で実施する開設・運営訓練に資する物資の配布を行います。

24 24 25 25想定

増減説明

25 25

決算

年度 ３年度 ４年度

24 24実績

24

想定

事
業
実
績

細事業費
（千円） 612 754 142

開設・
運営訓

練

単位

５年度

決算

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

④

事
業
計
画

細事業名称 災害時要援護者支援事業

細事業概要
災害時に要援護者への安否確認・避難誘導が円滑に実施されるよう、地域福祉保健計画の推進
を通して、日頃からの要援護者と地域との顔の見える関係づくりを支援します。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

436 575 139 補助金実績の増

・委託の拡
大不可

・契約方法
の工夫が可
能

%

年度 元年度 ２年度

分析
結果

100 100

５年度 ６年度

増減説明

３年度 ４年度 ７年度

単位 100

客観的指標に
基づく分析

差引（増減）

・規則・方
針

・該当なし
・目標を概
ね達成

・求めるべ
きではない

・維持

取組を
実施し
ている
割合 92

細事業事業量

件

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

実績 92 95

分析
結果

客観的指標に
基づく分析

細事業概要

24

指標

25

効率性・経済性

(1)実施主体

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・求めるべ
きではない

・増える
・法律・政
令

95

負担の
公平性

(2)実施手法

95 95 100

95

市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

・他都市よ
り上乗せ・
横出しあり

・目標を概
ね達成

・委託の拡
大不可



様式３

区 課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 1,019 1,449 430

みんなが主役のまちづくり協働推進事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度 ４年度 増減説明

決算

差引（増減）

歳出予算科目

分析
結果

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

30事業 41事業

・委託不可 ・該当なし・維持
・規則・方
針

46事業
（暫定）

効率性・経済性

補助金活
用後の活
動継続団
体（平成
27年～累
積）

(1)実施主体 (2)実施手法

・該当なし
・目標を上
回った

33事業 34事業 43事業 66事業 76事業

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 栄の魅力づくり応援事業

所管区局・課 栄 区政推進 会計 3 2 1一般

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 6

事業概要

栄区民の主体的な地域活動を支援するとともに、その活動が地域コミュニティの活性化や栄区の魅力向上に繋がる仕
組みづくりを行います。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

区民の誰もが暮らしやすく、活力あるまち栄区を実現するため、地域課題の解決や地域の魅力
づくり等、区民が団体・グループを構成して行う主体的な活動の立ち上げ・拡充支援を新規申
請団体に対して行います。

新規事業のための増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

0 364 364

件 実績 18事業

単位 想定 22事業 22事業



指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

客観的指標に
基づく分析

５年度

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

６年度 ７年度

66

単位 -

区民のつながりづくり支援事業

地域活動における担い手の発掘・育成と中高年層区民の生きがい創出を両立するため、区民に
よる情報発信が行いやすい環境づくりに取り組み、区民のつながりづくりを支援します。

細事業事業量

-

年度 元年度 ２年度

1,085 委託費の増

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

-

３年度 ４年度

実績 - - -

②

-

・求めるべ
きではない

・維持 ・なし
・民間と競
合

・目標を概
ね達成

・該当なし

想定 - - - -

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 1,019

・委託の拡
大不可

分析
結果



様式３

区 課 款 項 目

地域で活動している団体と連携し、花・緑・農・川のある豊かな生活環境を守り育てていくとともに、広く区民に発
信することで、区民一人一人の関心を高め、魅力あふれるまちづくりを進めます。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

四季折々に咲く花の彩りを感じ、心豊かに生活できることを目指し、地域と連携して、栄区全
体で花を感じる空間づくりを進めます。また、令和元年度に台風15号の影響により倒木した里
帰りの桜について、植樹後の管理を行います。

桜復元完了に伴う委託費の減

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

オープ
ンガー
デンの
会場件

数

事
業
計
画

事
業
実
績

花いっぱい魅力づくり

５年度 ６年度 ７年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 花と森と川のまち推進事業

所管区局・課 栄 区政推進 会計 3 2 1一般

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 7

事業概要

負担の
公平性

▲ 1,231

・該当なし
・目標を上
回った

53 64

60 70 80 80 80

件 実績 -

単位 想定 - 40

77

年度 ３年度 ４年度 増減説明

決算

・委託の拡
大不可

・該当なし・維持
・規則・方
針

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

2,358 1,127

分析
結果

歳出予算科目

妥当性 事業実績
効率性・経済性

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 4,239 5,512 1,273

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠



人 34実績

・委託不可
・求めるべ
きではない

想定 122 122 122 122

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

５年度

啓発品制作による増

年度

決算

114

300

92 58

２年度

-

７年度

②

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

862

６年度

123

さかえの食と農を育む事業

３年度 ４年度

単位 想定 - - 300 300

分析
結果

・測ること
はなじまな
い

・規則・方
針

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・該当なし

事
業
計
画

客観的指標に
基づく分析

栄区愛
護会団
体数

単位 122 122

３年度 ４年度

実績 122 121 123

愛護会活動支援事業

身近な公園や、いたち川を中心とした河川・水路の維持管理を行っている、公園愛護会・水辺
愛護会の活動活性化を図るため、支援を行います。

122

年度 元年度 ２年度

元年度

1,181 愛護会のつどい開催による増319

指標

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要
区民が健康的で健全な生活を送るために、食と農のある豊かなライフスタイルを広める取組を
行います。令和４年度は、新しい生活様式を踏まえた地産地消に関するキャンペーン等や啓発
を実施します。

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 34

300 300

-

・条例
・民間と競
合

・目標を下
回った

分析
結果

・維持

５年度 ７年度

団体

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

地産地消
に関する
キャン

ペーン等
への参加

者数

妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

増減説明

客観的指標に
基づく分析

６年度

指標 市民ニーズ 実施根拠

・委託の拡
大不可

・該当なし
・求めるべ
きではない

市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法



分析
結果

細事業事業量

想定

細事業名称 さかえ・森の魅力づくり推進事業

細事業概要
新たに区外に向け森と川が一体となった魅力発信に取り組みます。加えて、さかえグリーンサ
ポーター活動や環境活動団体同士の交流会等、環境活動団体と連携した区内向けの魅力発信に
ついても、引き続き行います。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

985 3,112 2,127
円海山周辺緑地の利用実態調査実施
による増

%

年度 元年度 ２年度

・委託不可

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

- 73

５年度

④

事
業
計
画

決算

７年度

実績 - 77

単位 73

客観的指標に
基づく分析

・規則・方
針

・該当なし
・目標を概
ね達成

・維持

緑地と
水辺環
境の満
足度 74

６年度

増減説明

３年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

73 - 73 -

-

・求めるべ
きではない

４年度



様式３

区 課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 1,431 3,493 2,062

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

3 2

分析
結果

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

1,097 1,413 316

・該当なし
・目標を下
回った

セーフコミュニティの取組推進

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度 ４年度 増減説明

決算

・委託の拡
大不可

・該当なし・減る

3 3 2 - -

回 実績 3

単位 想定 3 3

2

推進協議
会・サー
ベイラン
ス分科会
の開催

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 セーフコミュニティ推進事業

所管区局・課 栄 区政推進 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 8

事業概要

国際認証「セーフコミュニティ」の認証都市として、「致命的な事故やケガは原因を究明することで予防できる」と
いう考え方の下、住民と行政、関係団体等が協働して、様々な予防活動を展開し、区民のすべてが健やかで元気に暮
らすことができる安全・安心なまちづくりを進めます。なお、令和５年10月の認証期間満了まではセーフコミュニ
ティ認証都市として活動を継続し、それ以降はこれまでの事業成果を活かし、より発展的な形となるよう検討を進め
ます。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

各分科会の取組について、PDCAサイクルによる進捗管理を実践していくとともに、傷害サーベ
イランス分科会等において関連データの収集・分析を行い、科学的根拠に基づく継続的な目標
の見直し、取組の改善を行います。

他都市出張に伴う旅費の増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

・規則・方
針

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量



人

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

広報よ
こはま
の特
集・コ
ラム

客観的指標に
基づく分析

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要
より多くの区民の方に安全・安心なまちづくりに向けた活動に関わっていただくため、実際に
身近で行われている取組を知っていただくよう各種イベント等でのＰＲを行います。

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 251

・規則・方
針

・該当なし
・目標を下
回った

分析
結果

・減る

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

・委託の拡
大が可能

・該当なし
・求めるべ
きではない

来場者
数

316

単位 -

フォーラムの開催

日頃地域で活動されている区民の皆様への感謝を表すとともに、安全・安心なまちづくりを進
めるために地域の方々とともに学ぶ機会を設けます。

細事業事業量

200

年度 元年度 ２年度 ５年度 ６年度 ７年度

動画配信形式での開催による増

４年度

実績 220 中止 中止

②

398

・求めるべ
きではない

- -

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

-

３年度

単位 想定 7 7 7 7 7

338 87

分析
結果

・減る
・規則・方
針

・該当なし
・目標を概
ね達成

客観的指標に
基づく分析

7

７年度５年度

啓発物品作成のための増

６年度

不明
（動画配信）

安全・安心なまちづくりプロモーション

３年度 ４年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

・該当なし

年度

実績

元年度 ２年度

7

・委託の拡
大が可能

1

想定 300 300 100 200

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 82

回 7



-

指標
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

実績 - -

７年度

単位 -

客観的指標に
基づく分析

・規則・方
針

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・求めてい
ない

・増える

- - -

-

決算

妥当性 事業実績
効率性・経済性

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

年度 元年度 ２年度

- -

５年度 ６年度

増減説明

３年度 ４年度

④

事
業
計
画

細事業名称 セーフコミュニティの後継事業検討

細事業概要
認証期間満了となる令和５年10月以降の安全・安心の取組に係る事業について、推進協議会お
よび分科会の皆様を中心とした関係者に意見をうかがいながら、検討を進めます。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

0 1,343 1,343 新事業検討による増

・一部委託
が可能

分析
結果

市民ニーズ 実施根拠

-

細事業事業量

想定



様式３

区 課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 4,297 5,761 1,464

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠

分析
結果

10 20

妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

年度 ３年度 ４年度

決算

・増える ・なし

差引（増減）

(1)実施主体

3,231 2,596 ▲ 635

・該当なし

45 12 12 検討 検討

日数 実績 30

単位 想定 - -

8

本郷台
駅前広
場利用
実績

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 まちづくり推進事業

所管区局・課 栄 区政推進 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 9

事業概要

・委託の拡
大が可能

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

(2)実施手法

・目標を概
ね達成

横浜市都市計画マスタープラン栄区プラン「栄区まちづくり方針」では、区民、事業者、行政が一体となって取り組
んでいくためのまちづくりの基本理念として、「次世代に継承する緑豊かな生活文化都市」を掲げています。この基
本理念を実現させ、将来にわたって誰もがいきいきと安心して暮らすことができるまちを目指し、まちづくりの検討
を行うとともに、具体的な取り組みを進めていきます。
※本郷台駅周辺のまちづくり推進のR5以降の想定については、（前）企画検討会議、（後）本郷台駅前広場利用実績
とします。

細事業の分析

①

・求めてい
ない

　将来的な公共施設の再編整備等を見据え、財政局や都市整備局等と連携しながら、望ましい
空間形成計画を検討します。並行して、本郷台駅周辺において、区民や地域団体等が自立、自
発的に公共的空間を利用してにぎわい創出等を図りながら維持管理を行う取組（駅前広場等の
オープンスペースの日常的利用など）の仕組みづくり等を推進します。

検討内容の絞り込みによる減

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

本郷台駅周辺のまちづくり推進

５年度 ６年度 ７年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

増減説明



客観的指標に
基づく分析

７年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

人

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

５年度 ６年度

分析
結果

・維持
・一部委託
が可能

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・求めてい
ない

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要
　平成27年３月に廃校となった旧庄戸中学校の後利用について公募に向けた検討を行うととも
に、横浜環状南線等の道路整備に合わせたまちづくり（栄ＩＣ・ＪＣＴ（仮称）周辺、トンネ
ル上部利用等）について地域の方々との意見交換や関係部署等との調整を行います。

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 0

・なし ・該当なし
・目標設定
になじまな
い

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

来場者
数

348

単位 検討

郊外住宅地の住環境保全と持続可能なまちづくりの推進

　高齢化の進む郊外住宅地を対象に、将来にわたって誰もがいきいきと暮らしやすいまちを目
指し、民間事業者等とも連携・協力しながら、地域の活力や課題解決などに向けたまちづくり
の検討を行います。特に今後増加が見込まれる空家問題に対し、空家発生の要因となる相続問
題の解決や適切な時期における不動産流通を促すことを目的として、空家問題に関するセミ
ナーと個別相談会の構成による相談会を、年間を通じ開催します。

細事業事業量

検討

年度 元年度 ２年度 ４年度

実績 - - -

②

412

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

- -

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

検討

３年度

７年度５年度

打合せ実施による増

６年度

7

公共施設等の新設・改廃に伴うまちづくりの検討

３年度 ４年度

想定 - - - - -

3 3

分析
結果

・増える ・なし

年度

実績

元年度 ２年度

・該当なし
・求めてい
ない

・民間と競
合

・目標を下
回った

空家相談会開催による増

客観的指標に
基づく分析

・委託の拡
大が可能

--

想定 - - - 60

- -

単位

決算 64



市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

実績
①62組144人
②56世帯

①30組60人
②50世帯

指標

分析
結果

事業実績

・該当なし

組・
人・
世帯

分析
結果

①37組80人
②110世帯

・該当なし
・測ること
はなじまな
い

・なし

客観的指標に
基づく分析

細事業概要

実施

指標

実施

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体

・求めてい
ない

単位
①60組120人
②150世帯

客観的指標に
基づく分析

差引（増減）

・なし ・該当なし
・目標を概
ね達成

・求めるべ
きではない

・維持

①親子の
社会科見
学及び②
節電チャ
レンジの
参加者数

市民ニーズ 実施根拠 妥当性

決算

７年度年度 元年度 ２年度

①62組134人
②109世帯

①60組120人
②150世帯

①60組120人
②150世帯

５年度 ６年度

増減説明

３年度 ４年度

①60組120人
②50世帯

④

事
業
計
画

細事業名称 温暖化対策事業

細事業概要
区民の地球温暖化対策への意識を高めるため、親子の社会科見学や節電チャレンジ等の楽しみ
ながら学べる啓発イベントを実施します。合わせて温暖化対策統括本部との連携により、再生
エネルギー由来の低炭素電力への切替キャンペーンを実施します。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

261 1,700 1,439 区庁舎太陽光発電設備改修による増

・委託不可

細事業事業量

想定
①60組120人
②50世帯

①60組120人
②50世帯

①50組124人
②157世帯

事
業
実
績

細事業費
（千円） 740 1,049 309

細事業事業量 年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

区民要
望等へ
の対応

単位

増減説明

実施 実施

決算

年度 ３年度

⑤

事
業
計
画

細事業名称 区づくり連絡調整費

　区内の主要事業を円滑に推進するため、関係機関や地元との連絡調整を行います。また、区
民要望等に迅速に対応するために臨時的な事業を実施します。

実施 実施 実施 実施想定

バスマップの印刷による増等

６年度 ７年度

４年度

実施 実施実績

実施

(2)実施手法

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・委託不可



様式３

区 課 款 項 目

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

栄区内の交通手段の利便性を向上することや、道路利用者の安全性を向上させ、区民が快適に安全な移動ができるよ
う検討し、施設整備や維持管理等を行います。

細事業の分析

①

・求めてい
ない

インフラ環境の変化等により生活道路の抜け道利用が懸念される箇所について、民間事業者が
保有するドライブデータを活用して地域の危険個所等を見える化し、安全対策の場所や方法等
に係る基礎資料を作成します。

データ利用による増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

生活道路における交通事故の未然防止事業

５年度 ６年度 ７年度

増減説明

・全部委託
が可能

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

(2)実施手法

・目標を概
ね達成

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 交通利便性・安全性向上事業

所管区局・課 栄 区政推進 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 10

事業概要

- １箇所 １箇所 - -

箇所 実績 -

単位 想定 - -

１箇所

対策検
討箇所

年度 ３年度 ４年度

決算

・維持 ・なし

差引（増減）

(1)実施主体

0 1,606 1,606

・該当なし

- -

妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠

分析
結果

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 2,795 6,425 3,630



客観的指標に
基づく分析

・委託不可

--

想定 - - 1 1

- -

単位

決算 1,708 バス事業者との調整による減

・該当なし
・求めてい
ない

・該当なし
・目標を下
回った

年度

実績

元年度 ２年度 ７年度５年度

太陽光システム撤去による増

６年度

0

本郷台駅前上屋等の維持管理

３年度 ４年度

想定 - - - - -

3,925 3,760

分析
結果

・減る
・規則・方
針

- -

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

-

３年度

②

0

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

上屋の設
置申請

（相談）
数

▲ 1,708

単位 -

地域交通利便性向上事業

路線バス利用者の利便性や快適性の向上のため、バス事業者への補助を行うことにより、バス
停留所上屋の整備（１箇所）を行います。整備場所については、地域からの要望に限らず、利
用者や各種団体からの要望等も踏まえながら選定します。

細事業事業量

-

年度 元年度 ２年度 ４年度

実績 - - 1

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要
本郷台駅前上屋等の維持管理を行い、区民の方の良好なバス待ち環境を維持します。
また、本郷台駅前広場バスターミナル上屋の太陽光発電システムについて、維持管理費用の増
加が懸念されるため、撤去を行います。

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 165

・規則・方
針

・該当なし
・目標を概
ね達成

分析
結果

・測ること
はなじまな
い

・委託の拡
大不可

・該当なし
・求めてい
ない

箇所

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

５年度 ６年度 ７年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析



④

事
業
計
画

細事業名称 野七里階段の利便性向上事業

細事業概要
区と鎌倉市を結ぶ天園（ハイキングコース）への玄関口であるが、急な階段であるため手すり
を整備し、利用者への安全と安心を向上させます。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

920 894 ▲ 26 入札残による減

・委託不可

細事業事業量

想定 20 - -

５年度 ６年度

増減説明

３年度 ４年度

20 20

20

決算

７年度年度 元年度 ２年度

単位 0

客観的指標に
基づく分析

・なし ・該当なし
・目標を概
ね達成

・求めるべ
きではない

・減る

整備実
績

市民ニーズ 実施根拠 妥当性

20

・該当なし

メー
トル

分析
結果

-

指標 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

実績 20

-



様式３

区 課 款 項 目

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

区民をはじめ広く栄区の魅力等を発信するとともに「必要な情報が確実に区民に届く広報」を目指し、各種広報媒体
を通じた広報を進めます。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

タッチーくんを栄区の情報発信のツールとして成長させるため、ＰＲグッズを販売するととも
に、企業・団体へのデザイン使用促進を図ります。

事業拡充（誕生20周年記念事業）に
よる増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

(1)実施主体

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 さかえ魅力広報事業

所管区局・課 栄 区政推進 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 11

事業概要

20（80） 15（95） 15（110） 15（125） 15（140）

件 実績 31

単位 想定 30 30（60）

40

新規デザ
イン使用
申請数

（累積）

タッチーくん魅力向上事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度 ４年度 増減説明

決算

・一部委託
が可能

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・増える
・規則・方
針

差引（増減）

(2)実施手法

1,020 2,179 1,159

・該当なし
・目標を概
ね達成

33 44

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 2,021 3,018 997



人 -

・委託の拡
大不可

52-

単位

事業実績
効率性・経済性

・契約方法
の工夫が可
能

・求めるべ
きではない

・該当なし
・目標を概
ね達成

４年度

実績 5,000 5,000 7,000

年度

実績

元年度 ２年度

-

７年度５年度

新規事業のための増

６年度

7,000

区民に伝わる事業広報研修

３年度 ４年度

想定 - - - 20 40

75 75

分析
結果

・減る ・なし

40 40

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

7,000

３年度

②

764
デザイン変更をしなかったことによ
る委託費の減

配布数

▲ 237

単位 7,000

区民生活マップ作成事業

地図に加え栄区の見どころや公共施設等の情報を網羅した区民生活マップを転入者等を中心に
配布し栄区を知ってもらうきっかけをつくります。令和４年度はデザインを変更せず、記載情
報の更新のみ行います。

細事業事業量

7,000

年度 元年度 ２年度

分析
結果

・測ること
はなじまな
い

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要
区の情報を区民に確実に伝わる広報となるよう、職員の意識向上とスキルアップを図る外部講
師による研修を２回実施します。自治体に求められる広報・効果的な広報等の概論を理解し、
個々の事業の内容に適した戦略的な広報を演習を含め学びます。

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 0

・なし ・該当なし
・目標を上
回った

・委託の拡
大不可

・契約方法
の工夫が可
能

・求めるべ
きではない

客観的指標に
基づく分析

部

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

研修参
加人数

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度 ６年度 ７年度

想定 5,000 5,000 7,000 7,000

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 1,001



様式３

区 課 款 項 目

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

住民組織の代表である自治会・町内会長の日頃の活動に感謝の意を表する機会を創出する等により、地域の課題解決
を行う住民自治のかなめである自治会・町内会の活動のより一層の推進を支援します。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

地域社会の発展に貢献している自治会・町内会長に対し、感謝の意を表する催しを実施すると
ともに、永年在職者である自治会・町内会長を表彰します。

会場変更による増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

自治会・町内会長感謝会開催事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度 ４年度 増減説明

決算

差引（増減）

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 自治会・町内会活動推進事業

所管区局・課 栄 地域振興 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 12

事業概要

10 10 10 10 10

人 実績 6

単位 想定 10 10

11

自治会町
内会長表
彰受賞者
数（在職
５年以
上）

・一部委託
が可能

・該当なし・維持 ・条例

(1)実施主体 (2)実施手法

143 838 695

・該当なし
・目標を概
ね達成

7 10

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 1,075 1,842 767



想定 着実に配送 着実に配送 着実に配送 着実に配送

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 931

・該当なし

②

自治
会・町
内会へ
の配送

数

73

単位 着実に配送

自治会・町内会への回覧物等配送事業

区が事業者に配送を委託し、各自治会・町内会に回覧物・掲示物を届けます。

細事業事業量

着実に配送

年度 元年度 ２年度

・委託の拡
大不可

994

事
業
計
画

分析
結果

・維持 ・条例 ・該当なし
・目標を概
ね達成

着実に配送

３年度 ４年度

実績 1,081 971 1,027

1,004 見積徴収による増

個

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度 ６年度 ７年度

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

・求めるべ
きではない



様式３

区 課 款 項 目

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 13

事業概要

キャン
ペーン
実施数

927 619 ▲ 308

・該当なし
・目標を上
回った

６年度 ７年度

年度 ３年度 ４年度

振り込め詐欺被害防止をはじめ、防犯活動や交通事故防止活動を区役所、消防、警察などの関連行政機関、地域が協
力して、区民ぐるみで取り組みます。

細事業の分析

①

・負担は適
切である

栄区の交通安全に関する現状を把握し、分科会で検討した課題に対する対策として、世代別の
啓発活動を実施し、交通安全活動に一体的に取り組むことを目指します。

見積書徴収結果による残

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

SC交通安全対策分科会及び関連事業

５年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 地域の安全対策事業

所管区局・課 栄 地域振興 会計 3 2 1一般

9 9 9 9 9

回 実績 9

単位 想定 9 9

9

増減説明

決算

・委託不可 ・該当なし・維持
・規則・方
針

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

7 9

負担の
公平性

分析
結果

歳出予算科目

効率性・経済性

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 2,469 2,097 ▲ 372

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績



31実績回

14 14 14

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 610

14

②

14

29

126 0

分析
結果

・増える
・法律・政
令

・該当なし
・目標を概
ね達成

・該当なし

元年度 ２年度

28 33

７年度

細事業事業量 年度 元年度 ２年度

５年度 ６年度

14

駅前自転車等放置防止推進協議会

３年度 ４年度年度

・負担は適
切である

・委託不可

事
業
計
画

客観的指標に
基づく分析

協議会
開催回

数

単位 14

単位 想定 29 29 29 29

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

３年度 ４年度

実績 14 13 14

665 対応件数増加による増55

スクールゾーン対策協議会

地域と協働した登下校の児童の交通安全対策に取り組むため、スクールゾーン対策協議会への
助成を行います。

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要
地域と協働した鉄道駅周辺の放置自転車対策に取り組むため、自転車等放置防止推進協議会へ
の助成を行います。

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 126

29 29

29

・委託の拡
大不可

・該当なし
・負担は適
切である

・維持

分析
結果

５年度 ６年度 ７年度

回

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

啓発活動
実施回数

市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

(1)実施主体 (2)実施手法

・条例 ・該当なし
・目標を上
回った

指標

想定 14

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

負担の
公平性



分析
結果

細事業事業量

想定単位

栄区の犯罪発生の現状を把握し、分科会で検討した課題に対する対策として、各種啓発活動を
実施します。地域において防犯活動を行っている団体に対し、防犯グッズの配布等を通じて活
動を支援します。また、新入学児童への防犯ブザーの配布や日々の防犯情報等のメール配信、
街頭キャンペーンにより、防犯意識の啓発を行います。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

804 686 ▲ 118 令和３年度実績による減

個

年度 元年度 ２年度

1,400 1,500

④

事
業
計
画

細事業名称

・規則・方
針

・該当なし
・目標を上
回った

・負担は適
切である

・委託不可 ・該当なし

(1)実施主体 (2)実施手法

実績 960 1,060

1,300

客観的指標に
基づく分析

・増える

防犯
メール
登録者

数 -

５年度 ６年度

増減説明

３年度 ４年度

決算

７年度

SC防犯対策分科会及び関連事業

細事業概要

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

- 1,000 1,100 1,200

1,261



様式３

区 課 款 項 目

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

ごみ減量に向けて、各家庭の生ごみ等の堆肥化や食品ロスの削減の啓発など、更なる３Ｒを推進します。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

生ごみ処理機ミニ・キエーロの保育園・小学校等への普及・啓発に向けた取組みを進めます。

局予算活用による残

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

生ごみ等堆肥化事業

５年度

(1)実施主体

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 資源化推進事業

所管区局・課 栄 地域振興 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 14

事業概要

36 36 36 36 36

園・
校

実績 8

単位 想定 36 36

8

保育
園・小
学校数

６年度 ７年度

年度 ３年度 ４年度 増減説明

決算

・委託不可 ・該当なし
・測ること
はなじまな
い

・法律・政
令

差引（増減）

742 194 ▲ 548

・該当なし
・目標を概
ね達成

8 8

(2)実施手法

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 1,064 403 ▲ 661



・委託不可

フード
ドライ
ブ実績

事業実績
効率性・経済性

・該当なし
・求めるべ
きではない

・該当なし
・目標を概
ね達成

４年度

実績 - - 1,706 5,014

分析
結果

・測ること
はなじまな
い

・法律・政
令

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

1,800

３年度

②

209 局予算活用による残

３Ｒ推進事業

イベント等における３Ｒの普及啓発活動、リユース食器利用促進補助、使い切り素材の製作及
び普及・啓発等、「リデュース」に重点をおいた３Ｒ活動を推進します。

細事業事業量

1,800

年度 元年度 ２年度

想定 - - - 1,800

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 320

個

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度 ６年度 ７年度

▲ 111

単位 1,800



様式３

区 課 款 項 目

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

栄区民の区への愛着を高め、区内の賑わいを創出するため、栄区の中心部である本郷台駅前広場における各種イベン
トの実施や栄区民まつりを実施します。
《栄区民まつり》
　区民による、区民のための「まつり」を実施することにより、多世代が一同に集まる場を設け、区民の郷土愛を育
みます。
《本郷台駅前活性化推進事業》
　本郷台駅前広場でのイベント実施及び、冬のイルミネーションにより、周辺地域の活性化及び商店街のＰＲ・振興
を図ります。

細事業の分析

①

・負担は適
切である

栄区連合町内会をはじめ区内の各種団体により構成された栄区民まつり実行委員会に補助を行
い、区民・地域が一体となって栄区民まつりを開催します。

前年度中止による増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

(1)実施主体

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 地域の賑わい創出事業

所管区局・課 栄 地域振興 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 15

事業概要

50,000 50,000 50,000 50,000 50,000

人 実績 50,000

単位 想定 50,000 50,000

20,000

栄
区
民
ま
つ
り

来
場
者
数

栄区区民まつり

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度 ４年度 増減説明

決算

・委託の拡
大不可

・該当なし・増える
・規則・方
針

差引（増減）

(2)実施手法

50 4,900 4,850

・該当なし
・目標を下
回った

開催中止 開催中止

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 569 5,824 5,255



・委託の拡
大不可

事業実績
効率性・経済性

・該当なし
・負担は適
切である

・該当なし
・目標を概
ね達成

４年度

実績 1,500 1,500 1,300 1,300

分析
結果

・維持
・規則・方
針

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

1,500

３年度

②

924 前年度規模縮小による増

ほっと
イルミ
ネー

ション
来場者

数

406

単位 1,500

本郷台駅前広場活性化推進事業

本郷台駅前活性化推進委員会を通じて本郷台駅前広場の活用を進めるとともに、冬には、様々
な団体と協力し、本郷台駅前広場をイルミネーションで彩ります。

細事業事業量

1,500

年度 元年度 ２年度

人

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度 ６年度 ７年度

想定 1,500 1,500 1,500 1,500

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 518



様式３

区 課 款 項 目

商店街に賑わいを創出するため、商店街主催イベント等に対して支援を行います。また、商店街活性化に向けた取組
を実施します。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

区内商店街が実施するイベント等の実施を支援します。また、区内商店街を結ぶスタンプラ
リー等を実施します。

イベント実施にかかる委託内容の精
査による減

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績 2

商店
街

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 商業活性化推進事業

所管区局・課 栄 地域振興 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 16

事業概要

2 2 2 2イベン
ト実施
商店街

数

栄区商店街活性化推進事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度 ４年度 増減説明

決算

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

・維持 ・条例

差引（増減）

実績 3

単位 想定 3 2

2

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 1,278 854 ▲ 424

(1)実施主体 (2)実施手法

1,278 854 ▲ 424

・該当なし
・目標を概
ね達成

2 2

・委託不可 ・該当なし



様式３

区 課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 2,919 3,768 849

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠

分析
結果

中止 中止

妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

４年度

決算

・維持 ・条例

差引（増減）

(1)実施主体

487 809 322

・国水準に
上乗せ・横
出しあり

・目標を上
回った

170 170 170 170 170

人 実績 170

単位 想定 170 170

202

イベン
ト入場
者数

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 文化・芸術振興事業

所管区局・課 栄 地域振興 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 17

事業概要

３年度 増減説明

・委託の拡
大不可

・該当なし

人生を豊かにし、人々の創造性や感性を育むとともに、社会や経済に活力をもたらす源となる文化・芸術の振興を図
ります。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

令和２年度策定の「第二次栄区読書活動推進目標」に掲げる３つの目標に基づき、栄区におけ
る読書活動を盛り上げます。
目標１：読書を身近で気軽に親しめるようにします。目標２：読書活動の魅力を高め区民の読
書意欲を向上させます。目標３：読書活動ネットワークの充実を目指します。

令和3年度はコロナの影響により中止
となった事業があったため

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

(2)実施手法

事
業
計
画

事
業
実
績

読書活動推進事業

５年度 ６年度 ７年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

年度



客観的指標に
基づく分析

７年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

人

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

参加者
数

来場者
数

５年度 ６年度

分析
結果

・維持 ・委託不可 ・該当なし
・負担は適
切である

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要
夏休み期間に親子や家族を中心に幅広い世代の区民を対象として、クラシック音楽に興味をも
ち、楽しんでいただけるような参加型のコンサートを開催します。

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 0

・なし ・該当なし
・目標を下
回った

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

参加者
来場者
（年
間）

31

単位 650

昼休みコンサート事業

栄区音楽協会の協力により庁舎内で毎月１回コンサートを実施します。

細事業事業量

600

年度 元年度 ２年度 ４年度

実績 1,000 中止 中止

②

43

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

600 600

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

700

３年度

７年度５年度

令和３年度中止による増

６年度

450

夏休みコンサート事業

３年度 ４年度

想定 600 600 600 600 600

200 200

分析
結果

・維持 ・なし

年度

実績

元年度 ２年度

・該当なし
・求めるべ
きではない

・該当なし
・目標を下
回った

ピアノ調律回数の増

客観的指標に
基づく分析

・委託不可

34人 中止

想定 720 720 720 600

600 中止

単位

決算 12



市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

実績 4,588

12,000

冊

指標

分析
結果

事業実績

・該当なし

人

分析
結果

10,947

・該当なし・維持 ・なし

客観的指標に
基づく分析

細事業概要

210

指標

511

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体

・負担は適
切である

単位 12,000

客観的指標に
基づく分析

差引（増減）

・なし ・該当なし
・目標を下
回った

・負担は適
切である

・維持

参加者
数

来場者
数

市民ニーズ 実施根拠 妥当性

決算

７年度年度 元年度 ２年度

5,636

12,000 12,000

５年度 ６年度

増減説明

３年度 ４年度

12,000

④

事
業
計
画

細事業名称 栄区民芸術祭事業

細事業概要
区民の文化意識の醸成と文化活動及び地域コミュニティの活性化を図ることを目的に、区民を
中心に構成される栄区文化協会が中心となって企画運営を行う区民芸術祭を開催します。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

2,102 2,358 256 令和３年度事業一部中止による増

・委託不可

細事業事業量

想定 12,000 12,000

7,024

事
業
実
績

細事業費
（千円） 317 356 39

細事業事業量 年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

刊行物販
売冊数
（年間・
３部累
計）

単位

増減説明

350 300

決算

年度 ３年度

⑤

事
業
計
画

細事業名称 栄の歴史・文化事業

栄区の歴史資産や文化資産を次世代に着実に引き継ぎ、区の魅力資源として活用・発信してい
くために、区内の関係団体とともに情報を共有し、今後の保存・継承につなげます。また、刊
行物（郷土史ハンドブック・歴史散策マップ・栄の歴史）を通じた普及を図り、その販売に協
力する書店等に販売手数料を交付します。

550 550 400 400想定

刊行物の修正及び看板修繕による増

６年度 ７年度

４年度

371 496実績

400

(2)実施手法

・該当なし
・目標を上
回った

・委託の拡
大不可



様式３

区 課 款 項 目

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

・スポーツ活動促進及び健康保持・増進を図るため、栄区民を対象としたスポーツ事業を支援します。
・セーフコミュニティ都市として、スポーツによる事故やケガを予防するための課題解決に向けた先導的な事業に取
り組みます。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

スポーツ種目ごとに開催される区民大会や区民教室等の開催を支援します。

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

栄区スポーツ大会等への補助事業

５年度 ６年度 ７年度

増減説明

・委託不可 ・該当なし

(2)実施手法

・目標を下
回った

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 スポーツ振興事業

所管区局・課 栄 地域振興 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 18

事業概要

16,000 16,000 16,000 16,000 16,000

人 実績 16,000

単位 想定 16,000 16,000

9,632

参加者
数

年度 ３年度 ４年度

決算

・維持 ・なし

差引（増減）

(1)実施主体

315 315 0

・該当なし

6,381 11,505

妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠

分析
結果

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 3,026 3,175 149



客観的指標に
基づく分析

・委託の拡
大が可能

450人 中止

想定 1,400 1,400 1,400 1,400

2,772 中止

単位

決算 1,849 実地開催による増

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・負担は適
切である

・国事業と
類似・重複

・目標を下
回った

年度

実績

元年度 ２年度 ７年度５年度

令和3年度はコロナの影響により中止
となったため

６年度

941

栄区民スポーツフェスティバル

３年度 ４年度

想定 1,000 1,000 1,500 1,500 1,600

115 115

分析
結果

・維持 ・なし

1,600 1,600

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

1,400

３年度

②

1,890

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

参加者
（申込
者）数

41

単位 1,400

栄区民ロードレース大会

栄区内在住、在勤、在学、在スポーツクラブの方を対象に、４種類（小学生、中学生以上、高
校生以上、シニア）のコースを設定したロードレースを行います。

細事業事業量

1,400

年度 元年度 ２年度 ４年度

実績 1,294 中止
245（ｵﾝﾗｲﾝ

開催）

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要 幼児から高齢者まで幅広い区民が気軽にスポーツを体験できるイベントの開催を支援します。

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 0

・なし ・該当なし
・目標を下
回った

分析
結果

・維持 ・委託不可 ・該当なし
・求めるべ
きではない

人

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

参加者
数

５年度 ６年度 ７年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析



④

事
業
計
画

細事業名称 SCスポーツ安全対策分科会

細事業概要

運動競技中の事故やけがを予防するため、区内スポーツ、青少年育成等の団体を構成員とした
分科会を開催し、事故・けが予防の対策として、予防講習会（各構成団体主催、分科会主催）
を実施します。また、専門家によるスポーツ活動時のけが発生の因果関係の分析結果や、事業
内容へのアドバイスを基に、事業を実施します。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

860 855 ▲ 5 見積徴収による残

・委託の拡
大不可

細事業事業量

想定 103 60 60

５年度 ６年度

増減説明

３年度 ４年度

123 50

111

決算

７年度年度 元年度 ２年度

単位 133

客観的指標に
基づく分析

・なし ・該当なし
・目標を上
回った

・求めるべ
きではない

・維持

講習会
の参加
人数

市民ニーズ 実施根拠 妥当性

83

・該当なし

人

分析
結果

135

指標 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

実績 13

103



様式３

区 課 款 項 目

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

年度

・友好交流都市である長野県栄村、青森県南部町及び山形県高畠町との都市間交流を促進・発展させます。
・区民の多文化共生意識を醸成し、地域社会の一員である外国人住民との共生を図ります。
・区民活動センターを中心に、区内で活動している地域活動・生涯学習活動団体を支援するとともに、新たな活動の
担い手を発掘します。
・地域、団体等と連携・協働しながら、青少年の健全育成を目的に、各種事業を実施します。

細事業の分析

①

・求めてい
ない

区民との協働で友好交流都市との交流イベントを実施します。

講座の実施、市外出張の見送り等に
よる減

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

(2)実施手法

事
業
計
画

事
業
実
績

友好交流都市事業

５年度 ６年度 ７年度

３年度 増減説明

・委託の拡
大不可

・該当なし

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 地域の人材育成・交流支援事業

所管区局・課 栄 地域振興 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 19

事業概要

7,000 6,000 6,000 6,000 6,000

部 実績 -

単位 想定 - 3,700

7,000

情報紙
配付部

数

４年度

決算

・維持 ・なし

差引（増減）

(1)実施主体

1,021 212 ▲ 809

・該当なし
・目標を上
回った

妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

歳出予算科目 一般

指標 市民ニーズ 実施根拠

分析
結果

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 2,324 3,395 1,071

客観的指標に
基づく分析

3,700 6,900



客観的指標に
基づく分析

・委託の拡
大不可

302団体 248

想定 4 1 1 1

325 279

単位

決算 821 見積徴収による増

・該当なし
・求めてい
ない

・国事業と
類似・重複

・目標を上
回った

年度

実績

元年度 ２年度

290 300

632 150

分析
結果

・維持
・規則・方
針

310 320

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

1

３年度

②

898

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

栄区多文化共生事業

国際理解を促進するための啓発イベントを実施します。

細事業事業量

1

年度 元年度 ２年度 ４年度

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

事業実
施数

77

単位 1

実績 4 1 1

７年度５年度

事業見直しによる増

６年度

2

区民活動支援事業

３年度

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要
栄区では、幅広い世代の区民が地域において熱心に活動を行っており、自主的な市民活動が活
発な地域です。さかえ区民活動センターと協働し、区内の生涯学習・市民活動を盛り上げるイ
ベント等を実施します。

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 482

・規則・方
針

・該当なし
・目標を概
ね達成

分析
結果

・維持
・委託の拡
大不可

・該当なし
・求めるべ
きではない

事業

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

さかえ区
民活動セ
ンター登
録団体数
（年度末
時点登録

数）

５年度 ６年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

４年度

想定 300 300 150

客観的指標に
基づく分析

７年度

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法



実績

10,000

(2)実施手法

・国事業と
類似・重複

・目標を下
回った

・委託の拡
大が可能

イベン
ト参加
者数

単位

増減説明

10,000 10,000

決算

年度 ３年度

⑤

事
業
計
画

細事業名称 SAKAEヤングフェスティバル事業

区内中学生が青少年指導員とともに企画から準備し、中学生自身の演出によるステージ（吹奏
楽、ダンス等）や模擬店等フェスティバル全体の運営を担い実施します。

10,000 10,000 10,000 10,000想定

事業実施による増

６年度 ７年度

４年度

中止 中止

0 1,290 1,290

細事業事業量 年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

④

事
業
計
画

細事業名称 中学校対校駅伝大会

細事業概要 区内公私立中学校による学校対抗駅伝大会を本郷台駅前の道路を使用して実施します。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

0 361 361 令和３年度中止による増

・一部委託
が可能

細事業事業量

想定 7 7

6

7 7 7

５年度 ６年度

増減説明

３年度 ４年度

単位 7

客観的指標に
基づく分析

差引（増減）

・なし ・該当なし
・目標を下
回った

・求めるべ
きではない

・維持

参加学
校数

市民ニーズ 実施根拠 妥当性

・維持 ・なし

客観的指標に
基づく分析

細事業概要

中止

指標

4,500

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体

・求めるべ
きではない

事
業
実
績

細事業費
（千円）

人

指標

分析
結果

事業実績

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

校

分析
結果

中止

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

実績 中止

7

決算

７年度

市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

年度 元年度 ２年度

中止



様式３

区 課 款 項 目

細事業費
（千円）

細事業事業量

1,348 956 ▲ 392

％ 実績 4.4

単位 想定 3.0 6.0

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 20

事業概要

　非来庁型の手続きに慣れていただく契機とすることを目指し、モデル事業としてコンビニ交付サービスの普及に取
り組みます。また、マイナンバーカードの交付で混雑した待合エリアを中心として、来庁された方が快適に過ごせる
よう環境改善に継続的に取り組みます。

細事業の分析

①

・負担は適
切である

 非来庁型の手続に慣れていただく契機として栄区庁舎内にマルチコピー機を設置し、コロナ禍
での区役所窓口の混雑解消やマイナンバーカードの取得率向上、市民の利便性の向上を図りま
す。

初年度準備金額の減

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

細事業名称

細事業概要

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 窓口混雑緩和に向けた区民サービス向上事業

所管区局・課 栄 戸籍 会計 3 2 1一般

栄区証
明書等
発行総
数のう
ちｺﾝﾋﾞﾆ
交付率

(1)実施主体 (2)実施手法

・該当なし
・目標を概
ね達成

12.0 23.2 25.0 25.0 25.0

22.0

効率性・経済性

7.8 15.5

・一部委託
が可能

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・増える ・なし

分析
結果

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

歳出予算科目

住民票等交付セルフ手続き促進事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度 ４年度 増減説明

決算

差引（増減）

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 11,768 2,342 ▲ 9,426



・一部委託
が可能

分析
結果

想定 20,000 20,000 21,000 21,000

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 10,420

・負担は適
切である

・増える
・規則・方
針

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

②

29,974

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

23,000

３年度 ４年度

実績 ― 24,098 21,105

１階フロア改修が完了したため

マイナ
ンバー
関連手
続件数

▲ 9,035

単位 22,000

１階待合フロア環境改善事業

マイナンバーカードの普及に伴い、１階待合フロアの混雑緩和に取り組みます。
待ち時間を少しでも快適にお過ごしいただけるよう、オペレーションの整理や什器の点検等を
実施します。

細事業事業量

21,000

年度 元年度 ２年度

1,385

客観的指標に
基づく分析

５年度

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

６年度 ７年度

件

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性



様式３

課 款 項 目

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

栄区の福祉・保健・医療等の連携強化等を目的として、栄区地域福祉保健推進会議を開催しま
す。

開催時間の増に伴う報償費の増額

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

2 2

会議開催

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 地域福祉保健計画推進事業

所管区局・課 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 21

事業概要

2 2 3 3 3

実績 3

単位 想定 3 2

2

地域福
祉保健
推進会
議の開
催回数

事
業
実
績

７年度

年度 ３年度 ４年度 増減説明

決算

・委託不可 ・該当なし・維持 ・なし

差引（増減）

歳出予算科目 一般栄区 福祉保健

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 2,894 1,491 ▲ 1,403

  誰もが安心して自分らしく健やかに暮らせる地域社会の実現を目指し、地域住民、関係団体、事業者、区役所、区
社会福祉協議会、地域ケアプラザ等が福祉保健を中心とした地域課題の解決に取り組み、身近な地域の支え合いの仕
組みづくりを進める計画である栄区地域福祉保健計画の推進を図ります。

分析
結果

・該当なし
・目標を概
ね達成

事
業
計
画

(1)実施主体 (2)実施手法

113 127 14

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量 ５年度 ６年度



7 7 7

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 1,229

・目標を概
ね達成

・委託不可 ・該当なし

想定

・求めるべ
きではない

7

②

7

分析
結果

・維持 ・なし ・該当なし

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

7

1,364 フォーラム開催回数の増による増

細事業事業量 年度 元年度 ２年度

件

客観的指標に
基づく分析

５年度 ６年度 ７年度

補助金
の申請
件数

135

単位 7

計画の推進

つながるフォーラムの開催や、「つながる通信」の発行により、地域福祉保健計画を推進し、
啓発を進めます。各地区の地域福祉保健計画の推進組織による、活動や取組に対して経費の一
部を補助（さかえ・つながるプラン補助金）し、支援を行います。地区支援チーム員の地域支
援スキルアップのための研修を実施します。

３年度 ４年度

実績

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法



様式３

課 款 項 目歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

10,446 ー

分析
結果

(1)実施主体 (2)実施手法

334 557 223

・該当なし
・目標を下
回った

10,000 10,000 10,000 10,000 10,000

人 実績 9,151

単位 想定 9,000 10,000

2,572

健康づ
くり月
間参加
者

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 健康づくり推進事業

所管区局・課 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 22

栄区 福祉保健

７年度

年度 ３年度 ４年度 増減説明

決算

・委託不可

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

差引（増減）

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

健康づくり月間事業の企画・実施を行い、区民への健康づくりの普及活動を進め、健康長寿の
取組へとつなげる。

普及啓発動画作成による増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

・増える
・法律・政
令

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

事
業
計
画

事
業
実
績

みんなで健康づくり推進事業

５年度 ６年度

健康寿命の延伸に向けて、関係団体と連携して区民の健康づくりを進めます。また、健康づくりの一環である感染症
対策については、施設等に向けた研修の機会を増やし、感染症予防対策を強化します。

事業決算額

事業費
（千円）

事業概要

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 1,097 1,009 ▲ 88



・求めるべ
きではない

45

単位

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

負担の
公平性

・委託不可

施設

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

区民意識
調査で

「健康」
「まあ健
康」の割

合

事業実績

効率性・経済性

(1)実施主体 (2)実施手法

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

分析
結果

・増える

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要
多くの区民がいつまでも元気にいきいきと過ごすために、日頃から「運動」「社会参加」「栄
養」の３つの視点から取り組んでいただけるよう、健康応援ノートやグッズを活用し、「健康
長寿さ・か・え」の取組の普及・啓発を行います。

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 321

・法律・政
令

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

75

感染症予防事業

感染症予防等について、福祉施設、学校や保育園等に感染症研修を行う。

細事業事業量

50

年度 元年度 ２年度

新規事業による増

３年度 ４年度

増減説明

５年度 ６年度 ７年度

②

45

感染症
研修参
加施設
数

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 0

客観的指標に
基づく分析

ー 80

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

100

・求めるべ
きではない

元年度 ２年度

ー ー

７年度５年度

啓発物品作成による増

６年度

「運動」「社会参加」「栄養」に関する啓発事業

３年度 ４年度

想定

50

・該当なし

年度

実績

95

単位 ー ー 80 ー 80

374 53

分析
結果

・維持
・法律・政
令

・該当なし
・目標を上
回った

・委託不可

実績

想定 ー ー ー

ー ー ー

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性

ー％ 82



2

７年度

妥当性 事業実績

効率性・経済性

指標
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

実績 1 2

・なし ・該当なし
・目標を概
ね達成

・求めるべ
きではない

実施根拠

単位 1

客観的指標に
基づく分析

・維持

分科会
開催回
数

市民ニーズ

2

2

1

決算

ー ー

５年度 ６年度

増減説明

３年度 ４年度

回

年度 元年度 ２年度

分析
結果

2 2

④

事
業
計
画

細事業名称 ＳＣ自殺予防対策分科会

細事業概要

栄区の自殺死亡者数は増減を繰り返しながらも増加傾向にあり、令和元年においては、１年間
に22人の方が自殺により死亡しています。平成30年度に策定された「横浜市自殺対策計画」の
方針に基づいて、自殺による死亡者を減少させるための自殺予防策や、悩みを抱えながら生き
る方への相談支援について検討します。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

32 32 0

・委託不可

細事業事業量

想定

・該当なし



様式３

課 款 項 目栄区　福祉保健

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 718 1,574 856

生活習慣病の予防や健康寿命の延伸を目的に、子どもから高齢者まで生涯にわたり適切な食生活を営めるよう、世代
に応じた食育を推進します。

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

さかえの野菜めしあがれ！

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

816

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

ー ー

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 食育推進事業

所管区局・課 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 23

事業概要

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

「さかえの野菜めしあがれ！」冊子及びシニア版冊子を、子どもから高齢者層に講座等を通じ
て配布、啓発を行います。食生活等改善推進員（ヘルスメイト）等と協働で実施します。小学
校と連携し、栄区産野菜を使った給食の実施の他、小学3年生には食育リーフレットを使った啓
発、小学6年生には新たに作成する啓発用ランチョンマットを活用し、学校を通じて啓発しま
す。また、一般区民を対象に野菜摂取量計測機器を使った測定を実施し、摂取量の向上を促し
ます。

啓発機器のレンタル料による増

年度

350 350 350 350 350

ｇ 実績 287

単位 想定 350 350

ー

１日の
野菜摂
取量

４年度 増減説明

決算

・委託不可 ・該当なし・増える
・法律・政
令

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

39 855

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果



％ ー

・委託不可

ー

想定
100に近づ

ける
100に近づ

ける
100に近づ

ける
100に近づける

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 272

・該当なし
・求めるべ
きではない

年度

実績

元年度 ２年度

ー
男性45.1
女性65.7

７年度５年度

啓発物品作成の減による

６年度

ー

成人期の食育推進　

３年度 ４年度

４年度

実績 93 ー ー

単位 想定 ー 80 80 80 80

200 ▲ 207

分析
結果

・増える
・法律・政
令

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

80 80

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

100に近づ
ける

３年度

②

517 啓発物品の配布か所数の増による

元気なさかえっ子食育講座

幼児期からバランスの良い食生活の定着と、養育者の食生活の改善を図ります。
・オリジナルテキストを活用して、３歳児健診会場にて講師（管理栄養士）による講座を開催
します。
・保育園・幼稚園の年中・年長を対象にオリジナルテキストを活用した講座を実施します。計
2,000人　オリジナルテキストは保育園・幼稚園の意見を取り入れ一部改訂し増刷します。

細事業事業量

100に近づ
ける

年度 元年度 ２年度

分析
結果

・増える

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要
食事見直しシートを使って、成人期の食生活の改善を促すため、栄養士を講師とした講座等を
地域で開催し啓発します。また、地域で活動する人材（食生活等改善推進員など）や関係団体
とも連携し、地域活動でも食事見直しシートやマグネットを活用して食育を周知します。

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 407

・法律・政
令

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・委託不可 ・該当なし
・求めるべ
きではない客観的指標に

基づく分析

％

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

１０食品
群のうち
ほぼ毎日
食べる食
品群４点
以上の割

合

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度 ６年度 ７年度

朝食を
食べて
いる小
中学生
の割合

245

単位
100に近づ

ける



様式３

区 課 款 項 目

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

区民の健康で安全な食と暮らしを推進していくため、食中毒予防、ペットの適正飼育、地域猫活動の推進や衛生害虫
対策を実施します。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

飼い犬や猫の適正飼育啓発を目的とした講習会を実施します。また、犬を長年にわたり飼育し
てきた模範的な飼い主を表彰し、終生飼育の啓発、動物愛護の意識を醸成します。犬との散歩
の時間を活用し、マナーアップの啓発や防犯などの地域の見守りを行う飼い主を募集します。
飼い主のいない猫に関わる地域の問題を減少させるため、地域猫活動の支援をします。

消耗品費の増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

動物適正飼育推進事業

５年度

(1)実施主体

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 健康で安全な食と暮らしの推進事業

所管区局・課 栄 生活衛生 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 24

事業概要

40 40 40 40 40

台 実績 40

単位 想定 40 40

147

猫侵入防
止器、捕
獲器延べ
貸出台数

６年度 ７年度

年度 ３年度 ４年度 増減説明

決算

・委託不可

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・維持
・法律・政
令

差引（増減）

597 689 92

・国事業と
類似・重複

・目標を概
ね達成

48 81

(2)実施手法

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 907 897 ▲ 10



件 6

・委託不可

106

単位

食品衛
生関係
講習会
実施回

数

事業実績
効率性・経済性

・該当なし
・求めるべ
きではない

・国事業と
類似・重複

・目標を概
ね達成

４年度

実績 15 7 3

年度

実績

元年度 ２年度

10

７年度５年度

消耗品費の減

６年度

12

生活衛生普及啓発事業

３年度 ４年度

想定 10 10 10 10 10

40 ▲ 10

分析
結果

・維持
・法律・政
令

10 10

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

18

３年度

②

167 印刷製本費の減

食品衛生普及啓発事業

食の安全に関する情報を区民に対し提供します。また、コロナウイルス感染症防止対策とし
て、デリバリー等を行う飲食店等に対し、食中毒防止対策についてチラシの配布や講習等を実
施し、支援や啓発を行います。

細事業事業量

18

年度 元年度 ２年度

想定 15 15 15 18

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 259

分析
結果

・維持

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要
地域ぐるみで蚊の対策が取り組みやすくなるよう、出張講座やチラシの配布、器材の貸出しを
行い、町内会等の支援・啓発を行います。
ハチその他の衛生害虫について、情報提供や駆除に関するアドバイスを行います。

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 50

・なし
・国事業と
類似・重複

・目標を概
ね達成

・委託不可 ・該当なし
・求めるべ
きではない

客観的指標に
基づく分析

回

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

ハチ対
策器材
貸出し
件数

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度 ６年度 ７年度

▲ 92

単位 18



様式３

区 課 款 項 目

光熱水費の増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

次世代交流ステーション運営事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 次世代交流ステーション運営事業

所管区局・課 栄 高齢・障害支援 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 25

事業概要

地域子育て支援拠点「にこりんく」、栄区青少年の地域活動拠点「フレンズ☆ＳＡＫＡＥ」、放課後等デイサービス
事業「ぴっころんど」、栄区基幹相談支援センター、後見的支援室「とんぼ」の適切な管理運営を行います。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

地域子育て支援拠点「にこりんく」、栄区青少年の地域活動拠点「フレンズ☆ＳＡＫＡＥ」、
放課後等デイサービス事業「ぴっころんど」、栄区基幹相談支援センター、後見的支援室「と
んぼ」の適切な管理運営を行います。

18,000 18,000 18,000 18,000 18,000

人 実績 26,161

単位 想定 18,000 18,000

21,809

各施設
利用者
数合計

歳出予算科目

17,199 19,953

４年度 増減説明

決算

・委託の拡
大が可能

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・増える
・規則・方
針

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

10,844 11,110 266

・他都市よ
り上乗せ・
横出しあり

・目標を概
ね達成

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 10,844 11,110 266



様式３

区 課 款 項 目

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 1,096 1,451 355

一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

４年度 増減説明

決算

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

377 665 288

事業決算額

分析
結果

歳出予算科目

6,790 12,263

・委託不可 ・該当なし・維持
・規則・方
針

・該当なし
・目標を概
ね達成

8,000

人 実績 20,006

単位 想定 8,900 8,000

18,185

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 高齢者地域ケア事業

所管区局・課 栄 高齢・障害支援 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 26

事業概要

事
業
計
画

事
業
実
績

セーフコミュニティ（ＳＣ）高齢者安全対策分科会

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

高齢者が住み慣れた地域で安心して住み続けられる為、高齢者の事故の約75%を占める「高齢者の転倒・転落」及び
重症度の高い「ヒートショック」について、広く区民に危険性の周知を行うとともに予防対策を講じます。また、家
族が認知症や難病にり患し、不安を抱える介護者に対して、臨床心理士によるカウンセリングを実施することで、介
護者の負担を受け止め、解決に向けた支援を行います。さらに、地域等で高齢者の長寿を祝う風土を醸成します。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

高齢者が住み慣れた地域で自分らしい生活が長く続けられるよう、安全・安心なまちづくりに
向け、各種取組を推進します。とりわけ、高齢者の事故の約75％を占める「高齢者の転倒・転
落」及び重症度の高い「ヒートショック」について、広く区民に危険性の周知・啓発を行うと
ともに、予防対策を講じます。

印刷物の発行による増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

転倒予
防体操
に取り
組んだ
人数

8,000 8,000 8,000 8,000

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量



７年度

実施回数の増

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度

回

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

敬老お
祝い
カード
配布枚
数

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要
各自治会町内会や介護保険施設と連携し、高齢者の長寿を祝う気持ちを地域・施設とともに伝
えていきます。

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 300

・規則・方
針

・該当なし
・目標を概
ね達成

・委託不可 ・該当なし
・求めるべ
きではない

客観的指標に
基づく分析

24

単位 18

家族のための介護カウンセリング事業

家族が認知症や難病に罹患し、介護の不安を受け止めきれない介護者に対し、臨床心理士によ
るカウンセリングやアドバイスを実施します。

細事業事業量

18

年度 元年度 ２年度

442

６年度

分析
結果

・維持

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

12,000 12,000

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

元年度 ２年度

12,000 11,000

７年度５年度

敬老感謝カード作成数の増

６年度

18

３年度 ４年度

実績 16 18 17

②

・該当なし
・求めてい
ない

・法律・政
令

18 18
実施回
数

想定 12,000 12,000 12,000 12,000 12,000

344 44

分析
結果

・維持
・規則・方
針

・該当なし
・目標を概
ね達成

年度

実績

想定 18 18

・委託不可

11,00010,000枚

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 418

18

敬老お祝い事業

３年度 ４年度

単位



様式３

区 課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 0 448 448

一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

(1)実施主体 (2)実施手法

0 448 448

・該当なし
・目標を概
ね達成

・法律・政
令

歳出予算科目

- -

年度 ３年度 ４年度 増減説明

決算

・委託の拡
大不可

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・維持
・規則・方
針

差引（増減）

- 20 20 20 20

人 実績 -

単位 想定 - -

19

高齢者
ICTボラ
ンティ
ア養成

・負担は適
切である

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 高齢者のＩＣＴ利活用支援事業

所管区局・課 栄 高齢・障害支援 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 27

事業概要

高齢者が住み慣れた地域で安心して住み続けられることを目指して、高齢者に対し、ＩＣＴを利用した健康教育やＩ
ＣＴの習得支援を行います。併せて、地域活動でのＩＣＴのサポート役となるボランティアを養成し、高齢者のＩＣ
Ｔ利活用の支援を図ります。

細事業の分析

①

・地域の高齢者のICT活用を支援する高齢者ＩＣＴボランティア養成講座を開催する
・ＳＮＳの活用を検討する地域の既存グループに対しＳＮＳ講座を開催する
・一般区民を対象にＩＣＴを活用した介護予防研修会を開催する
・転倒予防体操動画等を活用した集いを開催する

令和４年度新規事業

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

高齢者のＩＣＴ利活用支援事業

５年度 ６年度 ７年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量



様式３

区 課 款 項 目

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 1,112 1,205 93

一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

４年度 増減説明

決算

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

588 682 94

事業決算額

分析
結果

歳出予算科目

中止 300

・委託の拡
大が可能

・事務改善
が可能

・増える
・法律・政
令

・該当なし
・目標を概
ね達成

・規則・方
針

・契約方法
の工夫が可
能

1,000

人 実績 350

単位 想定 1,000 60

1,591

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 障害児・者ふれあい交流事業

所管区局・課 栄 高齢・障害支援 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 28

事業概要

事
業
計
画

事
業
実
績

パラフェスタ❤さかえ

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

障害児者が地域でいきいきと安心して暮らせるように、区民や関係機関との行事等を通して交流を図り、地域での障
害理解を進めます。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

共生社会実現のため、障害者週間に合わせ、障害の有無に関わらず誰もが参加・体験出来るイ
ベントを区内関係機関と協働で実施します。

チラシ作成費の増加よる増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

来場者
数

1,000 1,000 1,000 1,000

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量



７年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度

団体

0

単位 4

栄区障害理解推進事業

区内障害福祉事業所による花のデリバリー委託を行い、区役所窓口環境の向上を図るととも
に、障害理解推進と障害者の社会参加とを区障害者自立支援協議会と協働で取り組みます。

細事業事業量

3

年度 元年度 ２年度

523

６年度

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

4

３年度 ４年度

実績 1 2 3

②

・該当なし
・求めるべ
きではない

3 3
事業者
数

分析
結果

・維持
・規則・方
針

・該当なし
・目標を概
ね達成

想定 1 2

・委託の拡
大不可

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 523

3



様式３

区 課 款 項 目

栄区で、安心して子どもを産み、育てていけるよう妊娠・出産・子育てに関する情報発信及び、仲間づくりの教室や
相談事業を行ないます。

細事業の分析

①

・求めてい
ない

母子手帳交付時面接やこんにちは赤ちゃん訪問等ほぼ全数の妊婦や保護者と出会う機会を活用
し、妊娠・出産・子育てにおける必要な情報を届けていきます。

制作時のデザイン委託不要による減

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

・法律・政
令

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 出産・子育て応援事業

所管区局・課 栄 こども家庭支援 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 29

事業概要

1,600 1,600 1,600 1,600 1,600

部 実績 2,000

単位 想定 2,000 2,000

1,600

にこに
こマッ
プ配布

数

養育者向け情報発信

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度 ４年度 増減説明

決算

・一部委託
が可能

・事務改善
が可能

・増える

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

893 739 ▲ 154

・該当なし
・目標を概
ね達成

2,000 2,000

分析
結果

負担の
公平性

効率性・経済性

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 1,665 1,544 ▲ 121



人 353

想定 120 80 80 80

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 185

・一部委託
が可能

348

年度

実績

元年度 ２年度

592 204

７年度５年度

中止回数が少なかったことによる増

６年度

91

地域育児教室

３年度 ４年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

単位 想定 700 700 700 700 700

534 68

分析
結果

・増える
・法律・政
令

・該当なし
・目標を概
ね達成

客観的指標に
基づく分析

700 700

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

80

３年度

実績 90 40 95

②

149

・求めるべ
きではない

参加組
数

▲ 36

単位 80

両親教室

初めての出産を控えた妊婦とそのパートナーを対象に、土曜日に両親教室を開催します。

細事業事業量

80

年度 元年度 ２年度 ５年度 ６年度 ７年度

助産師講師数の見直しによる減

４年度

分析
結果

・増える

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

・一部委託
が可能

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・求めるべ
きではない

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要
初めて子育てをする0歳児の保護者を対象に区民にとって身近な施設（地区センター、地域ケア
プラザ等）で、教室を開催します。

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 466

・法律・政
令

・該当なし
・目標を概
ね達成

客観的指標に
基づく分析

組

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

参加実人
数（親・
子の計）



細事業事業量

想定

④

事
業
計
画

細事業名称 授乳相談

細事業概要 予約制にて授乳に関する相談することができる機会を設けます。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

120 120 0

・一部委託
が可能

分析
結果

36 36

５年度 ６年度

増減説明

３年度 ４年度

市民ニーズ 実施根拠

27

36 36 36

32

決算

妥当性 事業実績
効率性・経済性

・該当なし

人

年度 元年度 ２年度 ７年度

単位 36

客観的指標に
基づく分析

・法律・政
令

・該当なし
・目標を概
ね達成

・求めるべ
きではない

・増える

参加延
べ人数
（母）

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

実績 30 39

指標

36



様式３

区 課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 690 845 155

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

増減説明

決算

・委託の拡
大不可

・該当なし・維持 ・なし

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

2 4

負担の
公平性

10 10 10 10 10

箇所 実績 12

単位 想定 10 10

10

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 育児サポート推進事業

所管区局・課 栄 こども家庭支援 会計 3 2 1一般

進行する少子化の影響として、身近に育児の相談をできる機会が減少しており、育児に不安や困難を抱える方を対象
に教室や相談事業を開催します。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

児童虐待予防に関する啓発、関係機関向けに出前講座の実施を行ないます。また、中学校にて
「いのちの授業」を実施します。

新型コロナ感染症で中止となってい
た事業が再開したため

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

SC児童虐待予防対策分科会

５年度

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 30

事業概要

出前講
座実施
件数

129 222 93

・該当なし
・目標を概
ね達成

６年度 ７年度

年度 ３年度 ４年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量



効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

５年度 ６年度 ７年度

人

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

参加実
組数

・法律・政
令

・該当なし
・目標を概
ね達成

・委託不可
・事務改善
が可能

・求めるべ
きではない

分析
結果

・維持

指標

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要
母子訪問等から把握された育児不安や子育て等に悩みを抱える養育者を対象に母子で参加でき
る少人数の教室を開催します。

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 199

352 開催の増7

妊婦・養育者メンタルヘルス相談

妊娠経過や育児に対して不安やイライラ等を感じている方に対してカウンセラーによる面談を
行ないます。

事
業
計
画

客観的指標に
基づく分析

利用実
人数

単位 30

単位 想定 20 20 20 20

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

３年度 ４年度

実績 23 15 17

細事業事業量 年度 元年度 ２年度

５年度

コロナ禍でも予定通り実施できたため

６年度

13

育児応援教室

３年度 ４年度

254 55

分析
結果

・維持
・法律・政
令

・該当なし
・目標を概
ね達成

・該当なし

元年度 ２年度

12 5

７年度年度

・求めるべ
きではない

・委託不可

②

30想定 30 30 30 30

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 345

30

713実績組



70 70 70 70

59

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

実績 59 70

70

客観的指標に
基づく分析

・法律・政
令

・該当なし
・目標を概
ね達成

・求めるべ
きではない

・測ること
はなじまな
い

保護者
の参加
延べ人
数 35

５年度 ６年度

増減説明

３年度 ４年度

決算

７年度

70 70

④

事
業
計
画

細事業名称 障害児サークル支援

細事業概要
ダウン症児を中心とした、障害児をもつ親の自主サークルに対して講師派遣、運営相談を行な
います。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

16 16 0

・委託不可 ・該当なし

人

年度 元年度 ２年度

分析
結果

細事業事業量

想定単位



様式３

区 課 款 項 目

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

事
業
計
画

事
業
実
績

セーフコミュニティこども安全対策分科会及び関連事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

乳幼児期から学齢期までの子どもの事故予防、けが予防を目的に、安全・安心に関する取組を推進します。
また、スポーツ・文化の分野において、顕著な功績又は優秀な成績を収めた児童・生徒を対象に、その功績を称える
ことを目的として、区長による表彰を行います。

細事業の分析

①

・求めてい
ない

セーフコミュニティこども安全対策分科会の活動を通じて、乳幼児の事故予防、児童のけが予
防を目的とした訪問運動指導やＫＹＴ（危険予知トレーニング）など、子どもたちの安全・安
心に関する取組を推進します。

委託料の増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

危険予
知

トレー
ニング
の実施
回数

25 25 30 30

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 こども・青少年応援事業

所管区局・課 栄 こども家庭支援 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 31

事業概要

35

回 実績

単位 想定 25

14

・該当なし
・目標を概
ね達成

28 14

・全部委託
が可能

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・維持 ・なし

分析
結果

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

４年度 増減説明

決算

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

432 819 387

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 593 997 404



年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 161

35

想定 50 50

分析
結果

・維持 ・なし ・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・委託不可

35

３年度 ４年度

実績 55 ６人/７団体 31人/９団体

②

・事務改善
が可能

・求めてい
ない

50 35
表彰件
数

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円） 17

単位 35

栄区児童生徒スポーツ・文化活動表彰事業

スポーツ・文化の分野において、顕著な功績または優秀な成績を収めた児童生徒を対象に、そ
の功績を称えることを目的として、区長による表彰を行います。

細事業事業量

35

年度 元年度 ２年度

178

６年度

客観的指標に
基づく分析

５年度

件

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

７年度

消耗品費の増



様式３

区 課 款 項 目

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

保育・教育施設が持つ機能を活かし、園児を含めた地域の子育て支援を地域とともに推進します。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

保育・教育施設職員の「保育の質の向上」を図るため、栄区の特性を活かした職員向スキル
アップ研修を実施します。

報償費の増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

栄区の特性を活かした職員向スキルアップ研修

５年度

(1)実施主体

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 幼保による地域子育て支援事業

所管区局・課 栄 こども家庭支援 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 32

事業概要

1回
20人

自然2回40人
防災1回30人

2回40人
1回30人

2回40人
1回30人

2回40人
1回30人

回
人

実績 17人

単位 想定
1回
20人

1回
20人

自然2回66人
防災1回50人

参加延
べ数

６年度 ７年度

年度 ３年度 ４年度 増減説明

決算

・委託不可 ・該当なし・維持 ・なし

差引（増減）

0 135 135

・該当なし
・目標を上
回った

12人 43人

(2)実施手法

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 562 713 151



・委託の拡
大不可

配付枚
数

事業実績
効率性・経済性

・該当なし
・求めるべ
きではない

・増える
・規則・方
針

・該当なし
・目標を概
ね達成

・委託の拡
大不可

・事務改善
が可能

・該当なし
・目標を概
ね達成

４年度

実績 500 500 3,500

・負担は適
切である

4,000

分析
結果

・維持 ・なし

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

4,000

３年度

②

578 委託料の増

地域子育て支援事業

区内の保育・教育施設の利用家庭に防災ポケットカードを配付し、日頃からの備えに役立てま
す。
子育て支援PR看板の作成・設置し、市立保育所の子育て支援を広く区内に知らせます。
地域の様々な世代と交流することで、地域と連携した地域の子育て支援を進めます。

細事業事業量

4,000

年度 元年度 ２年度

想定 500 500 4,000 4,000

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 561

枚

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度 ６年度 ７年度

17

単位 4,000



様式３

区 課 款 項 目

細事業費
（千円）

細事業事業量

234 191 ▲ 43

人 実績 -

単位 想定 - -

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 33

事業概要

地域コミュニティ（地域、支援機関等）と行政の連携を強化し、生活困窮者を早期把握・支援するためのネットワー
クのある地域社会の実現に向けて、アウトリーチパートナー活動の周知・拡大に取り組みます。また、生活保護受給
者や生活困窮者の社会的自立を促進していくために、再チャレンジ応援事業を実施します。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

生活保護受給者や生活困窮者に対し、就労意欲を高めるとともに就職に向けての準備や、就職
後の定着支援などをまとめた、就労支援テキストを作成し就労支援の場で活用します。あわせ
て、スーツ等面接に必要なツールを随時貸し出します。

版下修正箇所の減

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

細事業名称

細事業概要

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 生活支援推進事業

所管区局・課 栄 生活支援 会計 3 2 1一般

テキス
ト利用
者数

(1)実施主体 (2)実施手法

・該当なし
・目標を概
ね達成

150 150 150 150 150

101

効率性・経済性

- 39

・委託不可 ・該当なし・維持 ・なし

分析
結果

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

歳出予算科目

再チャレンジ応援事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度 ４年度 増減説明

決算

差引（増減）

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 441 371 ▲ 70



・委託不可

分析
結果

想定 100 70 40 40

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 168

・求めるべ
きではない

・維持 ・なし ・該当なし
・目標を概
ね達成

・契約方法
の工夫が可
能

②

130

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

-

３年度 ４年度

実績 97 41 39

消耗品費の増

ｱｳﾄﾘｰﾁ
ﾊﾟｰﾄﾅｰ
研修参
加者

12

単位 -

生活困窮セーフティネット強化事業

研修の講師を外部委託から職員対応に変更するなど事業方法を見直し、区配事業に集約したこ
とにより令和４年度で事業を終了しました。

細事業事業量

-

年度 元年度 ２年度

180

客観的指標に
基づく分析

５年度

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

６年度 ７年度

人

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性



様式３

区 課 款 項 目

決算 18,159 19,652 1,493

一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

18,159 19,652 1,493

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

歳出予算科目

統合事務費

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度 ４年度 増減説明

決算

・委託不可 ・該当なし
・測ること
はなじまな
い

・なし

実績

単位 想定

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 統合事務費

所管区局・課 栄 総務 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 34

事業概要

各課で事務・運営を行っていくために必要な事務費を適正に執行します。

細事業の分析

①

・求めてい
ない

各課で事務・運営を行っていくために必要な事務費を適正に執行します。

通信運搬費の増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）



様式３

区 課 款 項 目

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

≪広報さかえ発行事業≫
栄区に関わる情報等を広く発信するために、「広報よこはま栄区版」を発行し、区民に配布します。

≪福祉保健センターからのお知らせ発行事業≫
福祉保健センターが実施する事業の年間日程や相談窓口を掲載した「栄福祉保健センターからのお知らせ」を発行
し、区民に配布します。

細事業の分析

①

・負担は適
切である

区政に関わる情報を広く発信するために、「広報よこはま栄区版」を発行します。

紙代高騰による増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

広報さかえ発行事業

５年度

(1)実施主体

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 広報よこはま発行事業

所管区局・課 栄 区政推進 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 35

事業概要

620,000 619,200 620,400 621,600 621,600

部 実績 601,300

単位 想定 603,600 620,000

599,500

発行部
数

６年度 ７年度

年度 ３年度 ４年度 増減説明

決算

・委託の拡
大が可能

・該当なし・維持 ・なし

差引（増減）

5,196 5,411 215

・国事業と
類似・重複

・目標設定
になじまな
い

594,400 599,600

(2)実施手法

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 5,967 6,440 473



・委託の拡
大不可

発行部
数

事業実績
効率性・経済性

・契約方法
の工夫が可
能

・求めるべ
きではない

・国事業と
類似・重複

・目標を概
ね達成

４年度

実績 55,000 55,000 55,000 55,000

分析
結果

・維持 ・なし

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

55,000

３年度

②

1,028 紙代高騰による増

福祉保健センターからのお知らせ発行事業

「栄福祉保健センターからのお知らせ」（タブロイド判４ページ）を発行し、広報よこはま４
月号とともに栄区全戸へ配布します。また、転入者の届出等の際に配布する等、区民へもれな
く周知します。

細事業事業量

55,000

年度 元年度 ２年度

想定 57,000 57,000 55,000 55,000

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 770

部

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度 ６年度 ７年度

258

単位 55,000



様式３

区 課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 1,402 1,353 ▲ 49

一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

1,402 1,353 ▲ 49

・民間と競
合

・目標を概
ね達成

歳出予算科目

288 252

４年度 増減説明

決算

・委託の拡
大が可能

・該当なし・増える
・規則・方
針

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

300 300 300 300 300

件 実績 389

単位 想定 300 300

331

相談件
数

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 特別相談事業

所管区局・課 栄 区政推進 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 36

事業概要

行政での解決が難しい問題について、専門家による特別相談を開催します。

細事業の分析

①

・求めてい
ない

専門家（弁護士、司法書士、公証人、行政書士等）による無料相談を実施します。

相談日数の減

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

特別相談事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量



様式３

区 課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 1,256 1,147 ▲ 109

一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

(1)実施主体 (2)実施手法

1,256 1,147 ▲ 109

・該当なし
・目標を概
ね達成

歳出予算科目

4 6

６年度 ７年度

年度 ３年度 ４年度 増減説明

決算

・委託の拡
大不可

・該当なし・維持
・法律・政
令

差引（増減）

6 6 6 6 6

回 実績 6

単位 想定 6 6

8

本郷台駅
前「ごみ
のポイ捨
て禁止」
啓発活動
実施回数

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 美化活動推進事業

所管区局・課 栄 地域振興 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 37

事業概要

地域美化活動推進のため、本郷台駅前及び大船駅前での清掃、不法投棄・ポイ捨て防止の広報啓発活動を実施しま
す。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

美化推進重点地区（JR本郷台駅及び大船駅）の清掃を委託します。
また、環境事業推進委員と連携し、「ごみのポイ捨て禁止」・「歩きたばこ防止」啓発活動
（啓発ティッシュの配布及び清掃）を行います。

単価見直しによる減

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

美化活動推進事業

５年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量



様式３

区 課 款 項 目

区民総ぐるみで、悪質商法被害未然防止活動や振り込め詐欺被害防止活動等を区役所、警察などの関連行政機関、地
域と協力して実施します。

細事業の分析

①

・負担は適
切である

地域の消費生活推進員の活動を支援するため、活動費の助成を実施します。
悪質商法被害未然防止に関する情報を提供するため、広報誌を作成し啓発を行います。

印刷枚数を控えたことによる減

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

14

回

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 消費生活推進員活動事業

所管区局・課 栄 地域振興 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 38

事業概要

14 14 14 14
出前講
座実施
回数

消費生活推進員活動事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度 ４年度 増減説明

決算

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

・維持 ・条例

差引（増減）

実績 28

単位 想定 14 14

16

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 535 531 ▲ 4

(1)実施主体 (2)実施手法

535 531 ▲ 4

・該当なし
・目標を上
回った

31 15

・委託不可 ・該当なし



様式３

区 課 款 項 目

区民の健康増進や体力向上等、地域のスポーツ振興のために活躍しているスポーツ推進委員を支援し、生涯スポーツ
の普及・振興を図ります。

細事業の分析

①

・負担は適
切である

・各地区又は連合町内会や自治会・町内会が主催するスポーツ・レクリエーション行事等の運
営及び支援を行います。
・スポーツ推進委員連絡協議会定例会を実施
・スポーツ推進委員の資質向上のため、全員研修会等を実施
・スポーツ推進委員の活動を広く周知するための広報紙を発行
・県・市レベルのスポーツ大会（横浜マラソン等）等へスポーツ推進委員を派遣

改選終了にともなうユニフォーム代
の減

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

15

回

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 スポーツ推進委員連絡協議会活動事業

所管区局・課 栄 地域振興 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 39

事業概要

14 15 15 15
（主催）
スポーツ
イベント

数
(各地区
含む)

スポーツ推進委員連絡協議会活動事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度 ４年度 増減説明

決算

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

・維持
・規則・方
針

差引（増減）

実績 19

単位 想定 19 13

10

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 1,314 1,080 ▲ 234

(1)実施主体 (2)実施手法

1,314 1,080 ▲ 234

・国事業と
類似・重複

・目標を下
回った

0 2

・委託不可 ・該当なし



様式３

区 課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 1,413 2,879 1,466

青少年指導員協議会活動事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度 ４年度 増減説明

決算

差引（増減）

歳出予算科目

分析
結果

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

2 6

・委託不可 ・該当なし・維持
・規則・方
針

12

効率性・経済性

区内青
少年向
け企画
事業

(1)実施主体 (2)実施手法

・国事業と
類似・重複

・目標を下
回った

16 16 16 16 16

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 青少年健全育成活動事業

所管区局・課 栄 地域振興 会計 3 2 1一般

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 40

事業概要

地域、団体、企業等と連携・協働しながら、青少年の健全育成を目的に、各種事業を実施します。

細事業の分析

①

・負担は適
切である

青少年の健全育成のため、キャンプ等の地区活動、区協議会活動、資質向上のための研修等を実施します。
(1) 地区単位で行う、地域に密着した青少年育成活動（キャンプ等）を実施（対象者：区内青少年）
(2) 栄区青少年指導員の資質向上のための研修会、講習会を実施（年２回）（対象者：青少年指導員）
(3) 県、市レベルの研修会、区内大会等への派遣（年５回程度）　　　　　（対象者：青少年指導員）
(4) 区協議会（定例会：11回　研修部会：４回　事業部会：４回　広報部会：４回）、地区会議

令和3年度はコロナの影響により中止
となった事業があったため

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

1,278 2,744 1,466

回 実績 16

単位 想定 16 16



地区

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

客観的指標に
基づく分析

５年度

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

６年度 ７年度

全市一
斉パト
ロール
活動

0

単位 7

社会環境健全化活動事業

青少年指導員が、社会環境健全化を図るため、各種調査等を実施します。
(1) 社会環境実態調査（年１回：県青少年保護育成条例に基づき、区内古書店等を調査）
(2) 全市一斉統一行動パトロール活動（年１回：市で指定された日時での一斉夜間パトロールを実施）
(3) 全市統一行動キャンペーン活動（年１回：区民まつり時に啓発物品とチラシを配付）

細事業事業量

7

年度 元年度 ２年度

135

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

7

３年度 ４年度

実績 7 0 7

②

7

・負担は適
切である

・維持
・規則・方
針

・国事業と
類似・重複

・目標を概
ね達成

・該当なし

想定 7 7 7 7

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 135

・委託不可

分析
結果



様式３

区 課 款 項 目

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

学齢期の子どもについて、周囲の大人たちに見守られているという安心感のもと、健全に成長していくことができる
よう、地域と学校、区役所等が連携して、地域と子どもたちとの顔の見える関係づくりを推進します。

細事業の分析

①

・求めてい
ない

青少年の健全育成を図るため、地域と学校が協働して行う事業に対し、栄区地域と学校の協働
事業推進協議会を通して、中学校区ごとに交付金を交付します。

コロナ禍におけるイベント中止による減

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

地域と学校の協働事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 地域と学校の協働事業

所管区局・課 栄 こども家庭支援 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 41

事業概要

6 6 6 6

6 6

中学校
区実行
委員会
交付数

４年度 増減説明

決算

・委託不可
・事務改善
が可能

・維持 ・なし

6

校 実績 6

単位 想定 6 6

6

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

差引（増減）

決算 657 606 ▲ 51

(1)実施主体 (2)実施手法

657 606 ▲ 51

・該当なし
・目標設定
になじまな
い



様式３

課 款 項 目

細事業名称

細事業概要

栄区　福祉保健

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 79 102 23

・当事業周知のためのキャッチコピーの決定
・周知ツール、リーフレットの作成と配布
・実行委員会とイベントを通じた各団体間の連携

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 健康づくり月間事業

所管区局・課 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 42

事業概要

区民への健康づくりの普及活動を進めるため、健康づくり月間行事の企画・実施を行います。

細事業の分析

①

10,000 10,000 ー ー ー

人 実績 9,151

単位 想定 9,000 10,000

2,572

・増える
・法律・政
令

・求めるべ
きではない

客観的指標に
基づく分析

負担の
公平性

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

79 102 23

・該当なし
・目標を下
回った

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性

分析
結果

普及啓発動画作成による増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

歳出予算科目 一般

10,446 ー

細事業費
（千円）

細事業事業量

健康づ
くり月
間参加
者人数

事
業
計
画

事
業
実
績

①　健康づくり月間事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度 ４年度 増減説明

決算

・委託不可

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能



様式３

区 課 款 項 目

電話を利用した、双方向機能を有する緊急時情報システムの運用を行います。

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

緊急時情報システム運用事業

５年度 ６年度 ７年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 緊急時情報システム運用事業

所管区局・課 栄 総務 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 43

事業概要

電話を利用した、双方向機能を有する緊急時情報システムの運用を行います。

細事業の分析

①

100 100 120 120 120

人 実績 -

単位 想定 - 100

63

登録者
数

・求めるべ
きではない

歳出予算科目

153 73

年度 ３年度 ４年度 増減説明

決算

・委託不可
・契約方法
の工夫が可
能

・増える
・規則・方
針

差引（増減）

一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

(1)実施主体 (2)実施手法

142 142 0

・該当なし
・目標を概
ね達成

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 142 142 0



様式３

区 課 款 項 目

６年度

区庁舎等の維持管理を行います。

細事業の分析

①

区庁舎、駐車場及び公用車等の管理運営を行います。

電気・ガス料金の高騰

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

(1)実施主体 (2)実施手法

61,727 70,302 8,575

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

事
業
計
画

区庁舎

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 区庁舎管理費

所管区局・課 栄 総務 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 44

事業概要

単位 想定

事
業
実
績

５年度

増減説明

決算

実績

差引（増減）

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・求めるべ
きではない

・測ること
はなじまな
い

・法律・政
令

７年度

年度 ３年度 ４年度

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ

分析
結果

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・委託の拡
大が可能

実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 88,899 113,033 24,134



実績

７年度５年度

電気使用料高騰による増

６年度

土木事務所

３年度 ４年度

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

分析
結果

26,797

３年度

単位 想定

14,429

単位

区版活動支援センター

区民活動支援センターの管理運営を行います。

細事業事業量 年度 元年度 ２年度

②

委託化による増

・維持
・規則・方
針

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・委託の拡
大が可能

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・求めるべ
きではない

４年度

実績

想定

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要 土木事務所の庁舎及び車両の管理運営を行います。

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 11,550

年度 元年度 ２年度

客観的指標に
基づく分析

分析
結果

・測ること
はなじまな
い

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

・法律・政
令

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・委託の拡
大が可能

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・求めるべ
きではない

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

12,260 710

客観的指標に
基づく分析

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 12,368

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法



細事業事業量 ５年度 ６年度

増減説明

３年度

④

事
業
計
画

細事業名称 区庁舎修繕費

細事業概要 区庁舎に関する設備の修繕に対応します。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

3,252 3,673 421 土木事務所に関する修繕案件の増加

・委託の拡
大が可能

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

年度 元年度 ２年度

分析
結果

想定

決算

単位

４年度 ７年度

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

実績

客観的指標に
基づく分析

・なし・維持

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・求めるべ
きではない



様式３

区 課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 440,338 439,790 ▲ 548

一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

歳出予算科目

事
業
計
画

事
業
実
績

公会堂

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度 ４年度 増減説明

決算

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

実績

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

49,466

分析
結果

・該当なし
・負担は適
切である

・維持 ・条例 ・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・委託の拡
大不可

55,621 6,155

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 区民利用施設管理費

所管区局・課 栄 地域振興 会計 3 2 1

政策・施策 政策番号 施策番号 評価書番号 45

事業概要

区民利用施設の管理運営を行います。

細事業の分析

①

指定管理者制度による管理運営を行います。

実績に基づく増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

単位 想定



・増える ・条例 ・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・委託不可 ・該当なし
・求めるべ
きではない

指標 市民ニーズ 実施根拠
効率性・経済性

負担の
公平性

５年度

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

妥当性 事業実績

７年度

元年度 ２年度

客観的指標に
基づく分析

(2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

ログハウス

３年度 ４年度

事
業
実
績

細事業費
（千円）

３年度 ４年度

実績

６年度

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要 指定管理者制度による管理運営を行います。

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 8,677

分析
結果

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

５年度 ６年度

101,215

(1)実施主体

実績に基づく増

７年度

・該当なし
・負担は適
切である

・維持 ・条例 ・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・委託の拡
大不可

1,086

単位

地区センター

指定管理者制度による管理運営を行います。

細事業事業量 年度

細事業名称

細事業概要

想定

元年度 ２年度

単位 想定

9,357 680

分析
結果

実績に基づく増

年度

実績

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 100,129

②

事
業
計
画



・増える ・条例 ・該当なし
・目標を上
回った

・委託の拡
大不可

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・負担割合
の工夫が可
能

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

４年度

分析
結果

・委託不可 ・該当なし
・求めてい
ない

市民ニーズ 実施根拠

・該当なし
・目標を下
回った

区民文化センター

指標

事
業
実
績

客観的指標に
基づく分析

細事業概要

指標
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

④

決算

７年度

単位

客観的指標に
基づく分析

差引（増減）

細事業概要 指定管理者制度による管理運営を行います。

事
業
計
画

５年度 ６年度

・増える

妥当性 事業実績

細事業名称

・法律・政
令

細事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

113,050 113,050 0

増減説明

年度 元年度 ２年度

分析
結果

細事業事業量

想定

実績

３年度

単位

増減説明

決算

年度 ３年度 ４年度

実績に基づく減

細事業事業量 年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度

⑤

事
業
計
画

細事業名称 老人福祉センター

指定管理者制度による管理運営を行います。

実績

事
業
実
績

細事業費
（千円） 87,960 84,548 ▲ 3,412

想定



効率性・経済性

妥当性 事業実績
効率性・経済性

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・委託の拡
大不可

・該当なし

(1)実施主体 (2)実施手法

５年度 ６年度２年度 ３年度

客観的指標に
基づく分析

市民ニーズ 実施根拠

分析
結果

(2)実施手法

妥当性 事業実績

負担の
公平性

指標

指標 市民ニーズ

４年度

⑦

事
業
計
画

細事業名称 コミュニティハウス（学校施設活用型）

細事業概要 指定管理者制度による管理運営を行います。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

15,178 15,561 383 実績に基づく増

細事業事業量 年度 元年度 ２年度

増減説明

⑥

事
業
計
画

細事業名称 コミュニティハウス（条例型）

細事業概要 指定管理者制度による管理運営を行います。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度

26,990 27,078 88 実績に基づく増

細事業事業量 年度 元年度

７年度

想定

決算

客観的指標に
基づく分析

実施根拠

単位

３年度

７年度

・条例

単位 想定

実績

・求めてい
ない

・維持

差引（増減） 増減説明

決算

分析
結果

・規則・方
針

・該当なし

実績

４年度 ５年度 ６年度

・目標設定
になじまな
い

・委託の拡
大不可

・該当なし
・求めるべ
きではない

・維持

負担の
公平性

(1)実施主体



客観的指標に
基づく分析

客観的指標に
基づく分析

・維持

細事業事業量 年度 元年度

細事業事業量

・規則・方
針

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・委託の拡
大不可

・該当なし
・求めるべ
きではない

・該当なし
・目標を概
ね達成

・委託の拡
大不可

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・負担は適
切である

２年度 ３年度

７年度

単位 想定

分析
結果

スポーツセンター

細事業概要 指定管理者制度による管理運営を行います。

細事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

⑧

事
業
計
画

事
業
実
績

４年度

決算

５年度 ６年度

実績

細事業名称

・維持 ・条例

４年度 ５年度 ６年度 ７年度

36,433 31,194 ▲ 5,239 実績に基づく減

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

年度 元年度 ２年度 ３年度

実績に基づく増

⑨

事
業
計
画

細事業名称 広場・遊び場

細事業概要
子どもの遊び場の管理運営を管理運営委員会に委託します。
町のはらっぱについて管理運営委員会に対し補助金を支出します。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 1,434 1,437 3

実績

単位 想定

分析
結果

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法



(2)実施手法

修繕未発生による減

５年度 ６年度 ７年度

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

・求めてい
ない

⑩

事
業
計
画

細事業名称 区民利用施設小破修繕

細事業概要 区民利用施設の修繕を行います。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 1,019 729 ▲ 290

細事業事業量 年度

・委託の拡
大不可

・該当なし

元年度 ２年度 ３年度 ４年度

実績

単位 想定

分析
結果

・維持

(1)実施主体

・なし ・該当なし
・目標設定
になじまな
い




